
感
動
ふ
た
た
び

２
０
１
６ 

Ｆ
Ｉ
Ｓ 

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

秋
田
た
ざ
わ
湖
大
会
で
空
中
を
舞
う
選
手
（
関
連
記
事
２
ペ
ー
ジ
）

毎月 2 回　1 日・16 日発行

http://www.city.semboku.akita.jp/



世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
た
ち
の
エ

ア
の
競
演
は
圧
倒
的
な
迫
力
（
上
）。
両

日
と
も
に
会
場
に
は
多
く
の
観
衆
が
詰

め
か
け
、
世
界
の
滑
り
に
大
歓
声
が
沸

き
ま
し
た
（
右
）。

　

初
日
の
モ
ー
グ
ル
競
技
は
、

男
子
で
は
、
ブ
ラ
ッ
ド
リ
ー
・

ウ
ィ
ル
ソ
ン
選
手
（
ア
メ
リ
カ
）

が
今
季
初
勝
利
を
挙
げ
て
優
勝
。

日
本
勢
で
は
、
原
大
智
選
手

（
ジ
ョ
ッ
ク
ス
）
の
４
位
が
最

高
と
な
り
ま
し
た
。
女
子
で
は
、

ペ
リ
ー
ヌ
・
ラ
フ
ォ
ン
選
手
（
フ

ラ
ン
ス
）
が
念
願
の
初
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。
日
本
勢
で
は
、

伊
藤
み
き
選
手
（
北
野
建
設
）

の
11
位
が
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

２
日
目
の
デ
ュ
ア
ル
モ
ー
グ
ル

競
技
は
、男
子
で
は
、ミ
カ
エ
ル
・

キ
ン
グ
ズ
ベ
リ
ー
選
手
（
カ
ナ

ダ
）
が
今
季
４
勝
目
を
挙
げ
て

優
勝
し
、
５
連
覇
を
達
成
。
女

子
で
は
、
デ
ボ
ラ
・
ス
カ
ン
ツ
ィ

オ
選
手
（
ス
イ
ス
）
が
Ｗ
杯
で

初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
日
本

勢
で
は
、
男
子
の
原
大
智
選
手

が
16
人
に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
進
み
ま
し
た
が
、
１
回

戦
で
敗
れ
て
10
位
に
。
女
子
も

ベ
ス
ト
16
止
ま
り
で
、
伊
藤
さ

つ
き
選
手
（
立
命
館
大
４
年
）

が
10
位
、
伊
藤
み
き
選
手
は
15

位
、住
吉
輝
紗
良
選
手
（
北
海
道
・

倶
知
安
高
１
年
）
は
16
位
と
な

り
ま
し
た
。

日
本
勢
の
最
高
は
４
位

大
会
結
果
〈
敬
称
略
〉

１
日
目
モ
ー
グ
ル
競
技

【
男
子
】
１
ブ
ラ
ッ
ド
リ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン

（
ア
メ
リ
カ
）
２
ミ
カ
エ
ル
・
キ
ン
グ
ズ
ベ

リ
ー
（
カ
ナ
ダ
）
３
マ
ッ
ト
・
グ
ラ
ハ
ム

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
４
原
大
智
（
ジ
ョ
ッ

ク
ス
）
18
藤
木
豪
心
（
大
阪
・
桃
山
学
院
高
）

19
四
方
元
幾（
愛
知
工
大
）28
杉
本
幸
祐（
松

本
大
）
31
渡
辺
大
晴
（
大
阪
・
関
大
北
陽
高
）

34
吉
川
空
（
Ｇ
ａ
ｓ 

Ｏ
ｎ
ｅ
）

【
女
子
】
１
ペ
リ
ー
ヌ
・
ラ
フ
ォ
ン
（
フ
ラ

ン
ス
）
２
Ｃ
・
デ
ュ
フ
ォ
ー
ラ
ポ
イ
ン
ト

（
カ
ナ
ダ
）
３
オ
ー
ド
リ
ー
・
ロ
ビ
シ
ョ
ー

（
カ
ナ
ダ
）
11
伊
藤
み
き
（
北
野
建
設
）
14

岩
本
憧
子
（
ヤ
マ
ノ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）

19
冨
高
日
向
子
（
白
馬
ク
）
20
伊
藤
さ
つ

き
（
立
命
大
）
23
住
吉
輝
紗
良
（
北
海
道
・

倶
知
安
高
）
24
畑
田
萌
香
（
早
大
）

２
日
目
デ
ュ
ア
ル
モ
ー
グ
ル
競
技
　

【
男
子
】
１
ミ
カ
エ
ル
・
キ
ン
グ
ズ
ベ
リ
ー

（
カ
ナ
ダ
）
２
ト
ー
マ
ス
・
ラ
ウ
リ
ー
（
ア

メ
リ
カ
）
３
ベ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
キ
ャ
ベ

（
フ
ラ
ン
ス
）
10
原
大
智
（
ジ
ョ
ッ
ク
ス
）

24
四
方
元
幾（
愛
知
工
大
）28
杉
本
幸
祐（
松

本
大
）
35
渡
辺
大
晴
（
大
阪
・
関
大
北
陽
高
）

36
吉
川
空
（
Ｇ
ａ
ｓ 

Ｏ
ｎ
ｅ
）
37
藤
木
豪

心
（
大
阪
・
桃
山
学
院
高
）

【
女
子
】
１
デ
ボ
ラ
・
ス
カ
ン
ツ
ィ
オ
（
ス

イ
ス
）
２
オ
ー
ド
リ
ー
・
ロ
ビ
シ
ョ
ー
（
カ

ナ
ダ
）
３
Ｃ
・
デ
ュ
フ
ォ
ー
ラ
ポ
イ
ン
ト

（
カ
ナ
ダ
）
10
伊
藤
さ
つ
き
（
立
命
大
）
15

伊
藤
み
き（
北
野
建
設
）16
住
吉
輝
紗
良（
北

海
道
・
倶
知
安
高
）
22
畑
田
萌
香
（
早
大
）

25
冨
高
日
向
子
（
白
馬
ク
）

急
斜
面
の
跳
躍
に
９
５
０
０
人
が
大
歓
声

　「2016 FIS フリースタイル スキーワールドカッ
プ 秋田たざわ湖大会 Supported by TDK」が 2 月
27 日・28 日の両日、たざわ湖スキー場で開催さ
れました。昨年に続き 2 回目の開催となった今回
のワールドカップ。初日はモーグル競技、2 日目は
デュアルモーグル競技が行われ、競技会場の黒森山
モーグルコースに、世界で活躍する選手の滑りを
見ようと、両日合わせて約 9,500 人の観客が詰め
かけました。黒森山モーグルコースは全長 240㍍、
平均斜度26度、最大斜度29.5度。途中2か所にジャ
ンプ台が設置された難コース。選手たちはコブが連
なる急斜面を滑り、ジャンプ台でエアを繰り出しま
した。13 か国から 70 人を超す選手が参加した今
大会。海外選手たちの迫力の滑りや、地元日本での
大会開催に奮闘した日本選手の活躍に、大きな声援
が響いていました。

①新設の審判棟は、審判員や関係者に大
好評。②デュアルモーグル男子で、金メ
ダルを獲得したミカエル・キングズベリー
選手。③デュアルモーグル女子の上位 3
選手の表彰シーン。④初日、日本勢最高
の 4 位となった原大智選手。⑤大会の模
様を FM ラジオで生中継する今大会のア
ンバサダー・上村愛子さん（右）。⑥会場
では地元の屋台も多数出店で活気にあふ
れました。⑦秋田県の新 PR キャラクター

「んだッチ」は、子どもたちに大人気。⑧
空高く舞う一流選手のエアに、観衆から
は大きな歓声が響き渡りました。

① ②

④

⑥

最
高
峰
の
滑
り
続
々
と③

⑤

⑦

⑧

2016 FIS フリースタイルスキーワールドカップ
秋田たざわ湖大会開催
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旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　 2 月 18 日、JA 秋田おばこの平成 27 年度広域園
芸部会交流会が大仙市で開催され、アスパラガス
部門で小玉均さん（角館町川原寺前）が最優秀賞
を、ほうれんそう部門で佐藤信行さん（西木町上
桧木内）が優秀賞を受賞しました。また、しいた
け部門で農事組合法人ドリーム TAZAWAKO ファー
ム（田沢湖生保内）が、特別賞を受賞しました。

JA 秋田おばこ
広域園芸部会交流会で
市内生産者が入賞

し
い
た
け
部
門
で
特
別
賞
を
受
賞

し
た
農
事
組
合
法
人
ド
リ
ー
ム
Ｔ

Ａ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｏ
フ
ァ
ー
ム
の
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
。

歴
史
あ
る
雛
人
形
が
並
ぶ

　

角
館
町
の
「
角
館
雛
め
ぐ
り
」
が

町
内
の
観
光
施
設
な
ど
48
か
所
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
20
日
に
は
、
仙
北
市
商
工
会

角
館
本
所
「
か
つ
ら
ぎ
」
で
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
地

元
小
学
生
が
手
踊
り
を
披
露
し
た
ほ

か
、
来
場
者
に
餅
や
甘
酒
が
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
雛
め
ぐ
り
は
、
現
在
ま
で
伝

わ
っ
て
い
る
享
保
雛
や
古
今
雛
、
角

館
押
絵
や
土
人
形
な
ど
を
展
示
。
ス

　角館雛めぐりに町内賑わう

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
ガ
イ
ド
付
き
の
ツ

ア
ー
な
ど
も
行
わ
れ
、
多
く
の
訪
問

者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

オープニングセレモニーでは、子どもたちの艶や
かな手踊りが披露され、賑わいをみせました。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

安
心
で
き
る
心
の
居
場
所
を

　

２
月
29
日
、
心
の
居
場
所
づ
く
り

セ
ミ
ナ
ー
が
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
推
進
セ
ン
タ
ー
代
表
で
医
師
の
岩

室
紳
也
先
生
が
、
人
と
人
と
が
つ
な

が
り
合
う
こ
と
で
育
む
心
の
健
康
に

つ
い
て
、
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
人
は
楽
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
こ
が
そ
の
人

の
心
の
居
場
所
に
な
る
。
今
こ
そ
一

人
ひ
と
り
が
お
互
い
を
支
え
合
い
な

が
ら
生
き
て
行
こ
う
」
と
、
コ
ミ
ュ

　心の居場所づくりセミナー

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
、
関
係
性
づ
く
り
の

大
切
さ
に
つ
い
て
呼
び
か
け
ま
し
た
。

会場には約 80 人が集まり、岩室氏の話を熱心に
メモしたり、質問に答えたりしていました。

　オーライ！ニッポン会議と農林水産省で
は、都市と農山漁村との間の「人・もの・情報」
の往来（おうらい）を盛んにすることで、
日本全国が元気（All right）になることをめ
ざす国民運動「都市と農山漁村の共生・対流」
の優れた取り組みに対して表彰を行ってい
ます。このたび全国 184 件の応募の中から
仙北市農山村体験推進協議会が選出され「第
13 回オーライ！ニッポン大賞」を受賞しま
した。

仙北市農山村体験推進協議会が

オーライ！ニッポン大賞受賞
なろか

わら松明で害虫を追い払う

　2 月 22 日、中里賽之神堂
前（桧木内字中里）で行われ
た県指定無形民俗文化財の

「中里のカンデッコあげ」。
　カンデッコとは、朴の木で
作った小型の鍬とくるみの木
で作った男根を一対にしたも
ので、これを神木に投げかけ
ると願いが叶うといわれてい
ます。
　参加者は、神木である桂（市
指定天然記念物）に豊作や縁
結びなどの願いを込めて投げ
ました。

　2 月 22 日、生保内地区で小正月行
事「なろか」が行われました。
　「なろか、ならねか…」と唄いなが
ら、豊作を祈り火の付いた稲わらで、
田んぼの害虫を追い払う、古くから
の伝統行事です。

中
里
の
カ
ン
デ
ッ
コ
あ
げ

神
木
へ
豊
作
や
縁
結
び
を
祈
る

仙北市
の冬
まつり

簡
単
そ
う
に
見
え
る
カ
ン
デ
ッ
コ

あ
げ
で
す
が
、
う
ま
く
枝
に
か
け

る
に
は
コ
ツ
が
あ
る
よ
う
で
す
。

願
い
を
叶
え
る
た
め
、
次
々
と
カ

ン
デ
ッ
コ
が
投
げ
ら
れ
ま
し
た
。

仙
北
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎

前
広
場
に
は
、
た
く
さ
ん

の
人
が
集
ま
り
、
お
焚
き

上
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
門

で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
小
玉
均
さ
ん
。

ほ
う
れ
ん
そ
う
部
門

で
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
佐
藤
信
行
さ
ん
。

　3 月 3 日、仙北市子育て支援施設「さくラッコ」
に国際ソロプチミスト大曲（伊藤智子会長）から子
育ての役に立ててほしいと、絵本約 200 冊が寄贈さ
れました。国際ソロプチミストは、管理職や専門職
に就いている女性の国際ボランティア奉仕組織で、
昨年 5 月にも同施設にテーブルと椅子を寄贈いただ
きました。さくラッコの運営を行う子育てサポート

「はっぴい・マム」の茂木一代代表は「こんなにたく
さんの絵本をいただけてうれしい。前回いただいた
テーブルと椅子も大切に使わせてもらっています」
とお礼を述べました。

国際ソロプチミスト大曲が
絵本200 冊を寄贈

【仙北市農山村体験推進協議会】
平成 20 年に農山村を中心とする子ども交流の受け
入れ組織として設立。市内観光協会、行政、農協、
グリーンツーリズム受け入れ団体などで構成。

帝
国
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
出

席
し
た
同
協
議
会
の
門
脇
富
士
美
会
長

（
右
）
と
田
口
久
義
副
会
長
（
左
）。

　

私
が
神
代
診
療
所
に
赴
任
し
て
、
早
く
も
14

年
の
歳
月
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
患
者
さ
ん
た
ち
と
、
病
気
の
悩
み
や

生
活
上
の
問
題
、
さ
ら
に
生
き
方
な
ど
も
含
め

て
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
周
辺
の
医
療

機
関
、
介
護
関
係
者
の
皆
さ
ま
と
も
様
々
な
や

り
取
り
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
、
仙
北
市
の
み
な
ら
ず
、
全
国
の
あ
ら
ゆ

る
地
域
が
、
少
子
高
齢
化
の
波
に
さ
ら
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
仙
北
市
が
町
村
合
併
し
て
10
年
余

り
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
合
併
前
の
３
町
村
の

綱
の
引
き
合
い
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
気
が
し

ま
す
。
今
こ
そ
仙
北
市
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、

将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
模
索
す
る
時
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

市
立
病
院
が
新
し
く
建
て
替
え
ら
れ
ま
す

が
、
新
病
院
を
核
に
し
て
田
沢
湖
病
院
や
二
つ

の
診
療
所
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
つ

つ
協
力
し
て
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
環
境
が
整
う
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

 　

私
自
身
の
医
療
活
動
は
微
力
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
存
分
に
ふ
れ
あ
う

こ
と
が
で
き
て
、
私
の
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
の
健
や
か
な
生
活
と
、
仙
北

市
の
発
展
と
充
実
を
心
か
ら
祈
っ
て
お
り
ま

す
、  

長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

平
成
28
年
３
月
１
日　

伊
藤
貞
男

神代診療所の
伊藤貞男先生が
退職のあいさつ

今月末でご勇退の伊藤貞男先生。

伊藤智子会長（右）から目録を受け取る茂木一代代表（左）。
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旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　

第
11
回
仙
北
市
民
ス
キ
ー
大
会
が
、
２

月
11
日
に
た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

各
種
目
１
位
選
手
〈
敬
称
略
〉

【
ア
ル
ペ
ン
】 

▼
１
年
女
子
大
回
転
Ｂ 

吉

田
清 

▼
同
男
子 

佐
藤
丈 

▼
２
年
女
子
大

回
転
Ｂ 

佐
々
木
碧
波 

▼
同
男
子 

藤
川
桂

太 

▼
３
年
女
子
大
回
転
Ｂ 

田
中
結
衣 

▼

同
男
子 

藤
田
賢
生 

▼
４
年
女
子
大
回
転

Ａ 

髙
橋
あ
め
り 

▼
同
男
子 

田
口
天
太 

▼

５
年
女
子
大
回
転
Ａ 

佐
々
木
爽
楽 

▼
同

男
子 

田
中
恒
清 

▼
６
年
女
子
大
回
転
Ａ 

八
塚
晴
花 

▼
同
男
子 

齋
藤
千
輝 

▼
中
学

女
子
大
回
転
Ａ 

佐
藤
凜 

▼
同
男
子 

高
田

京
志
郎 

▼
一
般
男
子
Ａ 

齋
藤
千
歳 

▼
同

Ｂ 

藤
川
悟
志 

▼
同
Ｃ 

佐
々
木
逸
人 

▼
同

Ｄ 

大
山
忠
榮 

▼
一
般
女
子
Ｂ 

田
村
生
子 

▼
同
Ｃ 

佐
々
木
珠
代

【
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
】 

▼
２
年
女
子
1.2
Ｋ 

木
元
陽
南
美 

▼
同
３
年
女
子 

佐
々
木
栞

奈 

▼
同
３
年
男
子 

藤
村
康
太 

▼
４
年
女

子
２
Ｋ 

荒
澤
愛
凛 

▼
同
４
年
男
子 

遠
藤

卓 

▼
同
５
年
女
子  

若
生
美
空 

▼
同
５
年

男
子 
鈴
木
勇
太
郎 

▼
同
６
年
男
子 

藤
川

空
宙 
▼
中
学
女
子
４
Ｋ 

熊
谷
瞳
瑠 

▼
同

男
子 

樋
口
優
輝 

▼
リ
レ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー 

生
保
内
中
（
大
澤
・
髙
橋
・
畠
山
）
▼
同

中
学
男
子 

神
代
中
Ａ
（
樋
口
・
佐
々
木
・

藤
本
） 

▼
同
小
学
女
子 
神
代
Ｘ
Ｃ 

Ｆ
（
樋

口
・
細
川
・
荒
澤
） 

▼
同
小
学
男
子 

神
代

Ｘ
Ｃ 

Ａ
（
布
谷
・
大
山
・
藤
川
）

入
学
シ
ー
ズ
ン
前
に
呼
び
か
け

　

仙
北
市
交
通
安
全
母
の
会
（
草
彅

良
子
会
長
）
の
会
員
が
２
月
22
日
か

ら
26
日
ま
で
、
４
月
か
ら
小
学
校
に

入
学
す
る
園
児
を
対
象
と
し
た
交
通

安
全
教
室
を
市
内
の
保
育
園
、
幼
稚

園
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
模
型
を
使
い
、

横
断
歩
道
を
渡
る
際
は
通
行
車
両
を

よ
く
確
認
し
、
自
分
自
身
の
こ
と
を

周
り
に
知
ら
せ
る
た
め
必
ず
手
を
挙

げ
る
こ
と
な
ど
、
交
通
事
故
防
止
の

た
め
の
呼
び
か
け
を
し
ま
し
た
。

　交通安全母の会が安全教室

　

こ
れ
か
ら
新
入
学
・
入
園
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
ま
す
の
で
、
交
通
事
故
防

止
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

春から入学する園児たちに、わかりやすく交通安
全の大切さを教えます。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

地
場
食
材
の
利
用
拡
大
を

　

２
月
22
日
、
角
館
白
岩
地
区
の
花

園
小
麦
生
産
組
合
（
草
彅
晃
代
表
）

の
栽
培
小
麦「
ね
ば
り
ご
し
」を
使
っ

た
う
ど
ん
が
神
代
、
生
保
内
の
小
中

学
校
の
給
食
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
仙
北
市
食
育
推
進
会
議

の
事
業
の
一
環
で
、
地
産
地
消
な
ど

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ね
ば
り
ご

し
う
ど
ん
は
、
通
常
の
う
ど
ん
よ
り

黒
っ
ぽ
く
、
強
い
コ
シ
が
特
徴
と
の

こ
と
。
今
回
は
「
煮
込
み
う
ど
ん
」

と
し
て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
た

　ねばりごしうどんを給食で提供

ち
は
「
と
て
も
美
味
し
い
」「
ね
ば
り

ご
し
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど

と
、
美
味
し
く
味
わ
い
ま
し
た
。

強いコシがねばりごしうどんの特徴。給食で美味
しく味わう生保内小学校の児童たち。

　（一社）秋田県サッカー協会は 2 月 13 日、
小・中・高校世代の各ベストイレブンを発
表し、仙北市から美郷 FC に所属する高橋翔
大くん（生保内小 6 年）が選出されました。 
　今年度の県の主な大会でも得点王になる
などの活躍を見せた高橋くんは「プロを目
指してこれからも頑張りたい」と話しまし
た。将来の明確な目標に期待が高まります。

サッカー U-12 
高橋翔大くんが

県ベストイレブンに！  

３
月
３
日
、
仙
北
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
に
報
告
に

訪
れ
た
高
橋
翔
大
く
ん
。「
ゴ
ー
ル
を
決
め
た
瞬

間
が
最
高
に
う
れ
し
い
」
と
サ
ッ
カ
ー
の
魅
力
を

話
し
ま
し
た
。
今
後
は
さ
ら
に
練
習
を
積
ん
で
、

Ｊ
リ
ー
ガ
ー
を
目
指
し
ま
す
。

第11 回
仙北市民

スキー大会 

　

２
月
17
日
、
西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
ク
リ
オ
ン
に
、
仙
北
市
内
の
医
師
・
歯

科
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
・
福
祉
・

介
護
の
専
門
職
が
集
い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
在
宅
医
療
に
関
わ
る

多
職
種
の
専
門
職
の
連
携
を
目
的
に
、
仙

北
市
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
協
議
会

準
備
会
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。
私
た
ち

が
生
活
し
て
い
く
中
で
「
医
療
」「
福
祉
」

「
介
護
」
が
関
わ
る
局
面
が
多
々
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
人
た
ち
が
「
ひ
と
り
」

を
支
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
職
種
が
切

れ
目
な
く
連
携
す
る
こ
と
は
、
介
護
や
医

療
が
必
要
に
な
っ
て
も
生
活
し
や
す
い
地

域
づ
く
り
に
繋
が
る
と
い
え
ま
す
。
今
回

の
研
修
で
は
、
医
療
と
福
祉
、
介
護
の
連

携
を
す
る
う
え
で
困
難
と
思
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
18
グ
ル
ー
プ
か
ら
活
発
な
意
見

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

仙
北
市
内
医
療
・
福
祉
・
介
護
多
職
種
研
修
会

仙北市内の医療、福祉、介護の専門職の方々による
研修会。それぞれの立場から積極的な意見交換が行
われました。今後も研修会の開催を計画しています。

白寿を迎えられた福田マサノさん（前列中央）
とご家族の皆さん。これからも元気でお過ご
しください。

　白寿を迎えられた福田マサノ
さん（角館町川原町）に、2 月
22 日、仙北市からお祝いと花束
が贈呈されました。

白
寿
の

お
祝
い

おめでとうございます

安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

　

２
月
23
日
、
神
代
中
学
校
で
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
誰
で
も
安

心
し
て
観
光
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
）

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
（
一
社
）
ネ
イ
バ
ー
ズ
サ

ポ
ー
ト
推
進
協
会
の
鴨
志
田
明
専
務

理
事
を
迎
え
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
関
す
る
お
話
や
ア
イ
マ
ス

ク
を
し
て
の
介
助
体
験
を
行
っ
た
ほ

か
、
Ａ
Ｎ
Ａ
客
室
セ
ン
タ
ー
の
熊
谷

未
央
氏
（
秋
田
県
出
身
）
が
、
Ｃ
Ａ

（
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
）
の
仕

　やさしいまちづくりセミナー

事
を
説
明
し
、
機
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

披
露
す
る
な
ど
、
生
徒
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

クイズコーナーでは生徒たちから元気な声と挙手
があり、CA の仕事に多くの質問がありました。

絵
画
の
魅
力
が
満
載

　

田
沢
湖
図
書
館
で
は
、
こ
の
た
び

河
正
雄
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
絵
画
15

点
を
公
開
す
る
展
覧
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
２
月
25
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
、
河
正

雄
氏
ご
夫
妻
、
呉
日
画
伯
の
妹
・
呉

信
子
さ
ん
を
迎
え
、
多
く
の
列
席
者

が
見
守
る
中
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

呉
日
絵
画
展
は
、
３
月
25
日
ま
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
開
館
時
間
は
、

休
館
日
を
除
い
て
午
前
９
時
か
ら
午

　田沢湖図書館で呉日絵画展

後
６
時
ま
で
で
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

（
上
段
）。
仙
北
市
へ
の
思
い
を
話
す
河
正
雄
氏
（
下

段
・
右
）。
寄
贈
さ
れ
た
絵
画
（
下
段
・
左
）。
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平成 27 年

平成 28 年

これまでの地方創生特区の動き

昨年３月以降、現在までの特区に関連する出来事を紹介します。

　市域の６割を占める国有林野について、その豊富な土地・資源を最大限有効に活用するため、内外の
林業者や放牧等の食関連事業者への民間貸付・使用の拡大を促進するとともに、無人自動飛行（ドローン）
の実証などにより、最先端の地方創生のモデルケースを発信する。また、地域での国際交流の促進や臨
床修練制度による外国人医師の受入環境を整備し、農林・医療などの総合的な交流拠点を形成する。

～準備段階から実施段階へ～

― 仙北市地方創生・近未来特区 ―

　平将明内閣府副大臣（当時）と小泉進次郎内
閣府大臣政務官（当時）がたざわ湖スキー場を
訪れ、内閣府による近未来技術実証特区検討会
が開催されました。また、ドローン開発の第一
人者である野波健蔵氏も出席し「ドローンの自律
飛行のデモンストレーション」を実施しました。
ゲレンデの斜面に沿って往復２km のデモ飛行を
行い、濃霧で視界が悪い状況の中、正確な飛行
ができることが実証されました。

　２回目の区域会議が中央合同庁舎（都内）で開催さ
れ、会議では１次産業の労働力を確保するため、シル
バー人材センター連合会が行う１次産業への派遣事業
について、週最大 20 時間までの労働時間の制限を 40
時間まで拡大する規制緩和を活用した事業が承認さ
れ、10 月 20 日に内閣総理大臣の認定を受けています。

　アクセンチュア株式会社の主催による「ドロー
ンによるロボットプログラミング講座」が角館
交流センターで開催され、市内外小学校の５年
生 11 人が参加し、ドローンの活用方法について
学習しました。また、簡単なプログラミングを
行い、実際にドローンを飛ばしました。

　西明寺小学校がドローンを用いたロボットプログ
ラミング学習研究推進校に指定され、指定証交付式が
開催されました。拠点校として指定された西明寺小学
校では、来年度からタブレット端末で制御するドロー
ンを使い、離着陸等の飛行プログラムの作成や実生活
での活用方法を学ぶ授業が実施される予定です。

7月19日
10月14日 12月16日

1月29日

近未来技術実証特区検討会

自律飛行をモニターで確認 自律制御システム研究所のド
ローン

　角館交流センターに岸博幸氏（慶應義塾大学教授）、
俳優の中尾彬・池波志乃ご夫妻をお迎えし、特区指
定による地方創生の可能性等について、講演とパネ
ルディスカッションを開催し、250人を超える多く
の皆さんにお越しいただきました。

7月19日
地方創生シンポジウム

岸博幸氏による基調講演 パネルディスカッション

　石破茂地方創生担当大臣が本市を訪れ、特区
提案に関連する玉川温泉や生ハム工房、そして
田沢湖や消防訓練大会を視察しました。

7月5日
石破地方創生担当大臣の視察

　初めての区域会議が田沢湖庁舎で開催されました。石破大臣はテレビ会議で参加し、平内閣府副大臣（当
時）、佐々木基内閣府地方創生推進室長などが出席しました。
　会議では、特区の名称を「仙北市地方創生・近未来特区」と決定し、民間から提案をされた２つの事業計画、
①国有林野の貸付面積拡大（５ha から10ha まで）の特例を活用し、有限会社グランビアが林間農園や生
ハム生産のための家畜放牧などに取り組む事業、②農業生産法人の設立に係る要件緩和を活用し、株式会
社メディカルファーム仙北が農業生産法人となりハーブの生産と商品開発に取り組む事業が承認され、９
月９日に内閣総理大臣の認定を受けています。

　３回目の区域会議が中央合同庁舎（都内）で開催され、会議では、①農業生産法人の設立に係る要件緩
和を活用し、株式会社田沢湖自然ファームが農業生産法人となり生ハムづくりに取り組む事業、②電波法
の特定実験試験局制度の特例を活用し、FPV Robotics株式会社がドローン競技会を開催する事業の２事業
が承認され、２月５日に内閣総理大臣の認定を受けています。

9月7日

2月4日

第１回

仙北市国家戦略特別区域会議

第３回

仙北市国家戦略特別区域会議

第２回

仙北市国家戦略特別区域会議
小学生を対象としたドローンに
よるロボットプログラミング講座

ドローンを用いたロボットプログラミング学習研究推進校の指定

玉川温泉岩盤浴地

熊谷教育長のあいさつ 田 沢 湖 ラ ジ コ ン FC 会 員 の
ドローン

田沢湖

生ハム工房での会議

仙北市消防訓練大会

8月28日
国家戦略特区、国家戦略特別区域及び区域方針の決定
　国家戦略特別区域を定める政令により、正式に仙北市が国家戦略特区（地方創生特区）に指定されました。
また「国家戦略特別区域及び区域方針」が以下のように定められました。

～準備段階から実施段階へ～

これまでの地方創生特区の動き

・規制緩和を利用する事業者が５事業者となり、いよいよ本格的な活動に入ります。
・ドローンなどの近未来技術の実証が間もなく実施される予定です。

市は、産業の活性化と雇用創出のために全力で事業者を支援します。
また、皆さまからの産業振興に役立つ規制改革のアイデアも募集しています。

地方
創生

特
区
の
目
標

今後の展望

仙北市定住対策推進室　☎ 43-3315問
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国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
住
所
が

あ
る
市
町
村
で
発
行
す
る
た
め
、
市
役
所

で
転
出
の
手
続
き
を
す
る
と
仙
北
市
国
民

健
康
保
険
を
脱
退
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
が
進
学
の
た
め
転
出
さ
れ

る
場
合
は
、
世
帯
主
（
保
護
者
）
の
申
請
に

よ
り
仙
北
市
か
ら
保
険
証
を
発
行
で
き
ま

す
。
お
近
く
の
市
役
所
各
庁
舎
・
出
張
所

の
国
民
健
康
保
険
担
当
窓
口
に
て
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
前
年
も
同
様
の
手
続
き
を
し
て

い
た
方
に
は
、
関
係
書
類
を
世
帯
主
あ
て

に
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
更
新
ま
た
は

非
該
当
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が

進
学
に
よ
り
転
出
さ
れ
る
場
合
は

手
続
き
が
必
要
で
す

職場等の健康保険に加入後は
国民健康保険被保険者証は
使用できません

　就職や扶養認定などで職場の健康保険

に加入した場合、国民健康保険被保険者

証を使用して医療機関等を受診できませ

ん（職場の健康保険証がまだ手元に届いて

いない場合でも使用できません）。

　速やかに市役所各庁舎・出張所の国民

健康保険担当窓口で国民健康保険を脱退

する手続きを行ってください。

　医療機関等を受診する際は、必ず「職場

の健康保険に加入する手続きを行ってい

る」旨を伝え、新しい健康保険証の交付を

受けたら、速やかに受診した医療機関・

調剤薬局へ連絡または持参してください。

　職場の健康保険に加入後も国民健康保

険被保険者証を使用して医療機関等を受

診している場合は、かかった医療費（仙北

市が負担した分）を返納していただくこと

になります。

ご存知ですか？

●
問
合
せ
／
市
民
生
活
課
国
保
年
金
係

　（
角
館
庁
舎
）
☎
（
43
）３
３
１
６

　
退
職
後
に
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事
業
所
に

再
就
職
す
る
場
合
は
、
引
き
続
き
厚
生
年
金
保

険
に
加
入
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
60

歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
た
め

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
退
職

し
た
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
60
歳
未
満
の
配
偶

者
（
夫
・
妻
）
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
国
民
年

金
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の

第
１
号
被
保
険
者
と
な
る
場
合

　
60
歳
未
満
で
、
自
営
業
者
お
よ
び
そ
の
配

偶
者
な
ど
（
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
す
る
人
や

そ
の
被
扶
養
配
偶
者
以
外
の
人
）
と
な
る
場
合

に
は
、
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
に
な
り

ま
す
。
こ
の
場
合
に
は
、
住
所
地
の
市
区
役
所

ま
た
は
町
村
役
場
の
窓
口
で
国
民
年
金
の
第
１

号
被
保
険
者
と
な
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。
こ
の
手
続
き
に
は
、
年
金
手
帳
ま
た
は
基

礎
年
金
番
号
通
知
書
、
離
職
証
明
な
ど
の
退
職

日
の
わ
か
る
も
の
を
添
付
し
て
「
国
民
年
金
第

１
号
被
保
険
者
取
得
届
」
を
提
出
し
ま
す
。

国
民
年
金
の

第
３
号
被
保
険
者
と
な
る
場
合

　
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
る
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
70
歳
未
満
で
老
齢
ま
た
は
退
職
を
理

由
と
す
る
年
金
の
受
給
権
を
有
す
る
人
は
除
く
）

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
配

偶
者
は
国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
と
な
り

ま
す
。
こ
の
場
合
に
は
、
配
偶
者
の
勤
務
先
経

由
で
年
金
事
務
所
に
届
出
書
を
提
出
し
ま
す
。

国
民
年
金
の

任
意
加
入
被
保
険
者
と
な
る
場
合

　
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
老
齢
給
付
の
受
給
期

間
が
不
足
し
て
い
る
か
、
満
額
の
老
齢
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
国
民
年
金

の
任
意
加
入
被
保
険
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
65
歳
以
上
70
歳
未
満
で
老
齢
給
付

の
受
給
資
格
期
間
が
不
足
し
て
い
る
場
合
に
も

任
意
加
入
被
保
険
者
（
特
例
任
意
加
入
被
保
険

者
）
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
任
意
加
入
の
手
続
き
は
、
住
所
地
の
市
区
役

所
ま
た
は
町
村
役
場
の
窓
口
で
行
い
ま
す
。
年

金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
を
添
付

し
て
本
人
が
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　
任
意
加
入
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
国
民
年

金
の
第
１
号
被
保
険
者
と
同
じ
で
す
が
、
保
険

料
の
免
除
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
65
歳

以
上
の
特
例
任
意
加
入
被
保
険
者
は
付
加
保
険

料
の
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
任
意
加
入

被
保
険
者
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
方
法
は
原

則
と
し
て
口
座
振
替
に
な
り
ま
す
。

●
問
合
せ
／

▼
市
民
生
活
課
国
保
年
金
係
（
角
館
庁
舎
）

　
☎
（
43
）３
３
１
６

▼
大
曲
年
金
事
務
所
☎
０
１
８
７（
63
）２
２
９
６

市民生活課 国保年金係から [ お知らせ ]

▼ 学生本人の国民健康保険被保険者証

▼ 学生証の写しまたは在学証明書
▼ 世帯主の印鑑

※今年の４月から進学される方も転出の手続き時に

申請できますが、４月以降に在学証明書を必ずお

近くの市役所各庁舎・出張所の国民健康保険担当

窓口にお届けください。

《手続きに必要なもの》

退
職
後
の
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

～準備段階から実施段階へ～

これまでの地方創生特区の動き

外国人医師の臨床修練施設が大学病院等に限
られているため、本市には対象となる施設が
なく招へいすることができない。

国有林の民間事業者の活用は、伐採、造林な
らびに林道の開設および改良などの作業委託
が主で、貸付面積も上限が５ha となっている。

指導医による指導監督体制を確保し、国際交
流の推進に主体的に取り組むものであれば、

「単独の診療所」でも受入れ可能とする。

①貸付面積の上限を 10ha に拡大する。
②民有林と国有林を一体的に活用する対象者
　に、地域住民のほか一体的に活用して経営
　を効率化しようとする者も追加する。

〇国有林野の管理経営に関する法律の特例

・農家民宿等の団体が行う旅行企画、契約、代金回収などへの旅行業法の適応除外
・農業生産法人の農家以外の出資要件２分の１以内の撤廃
・温泉療養への保険適用
・温泉利用型健康増進施設の認定基準の大幅緩和
・高齢者や外国人観光客等の利便性向上のための道路運送法の規制緩和
・外国人就労に関する規制緩和
・化粧品の効能表示に関する規制緩和

市が提案して実現した特区における規制緩和等

活用した規制緩和

既に提案している規制緩和提案と今後予定している提案内容

活用事業者

活用事業者

活用事業者

活用事業者

㈲グランビア（東京都）：H28.4 実施予定

公益社団法人秋田県シルバー人材センター連合会（秋田市）：H27.10 実施中

㈱メディカルファーム仙北（仙北市）：H27.9 活動中
㈱田沢湖自然ファーム（仙北市）：H28.2 実施予定

FPV Robotics ㈱（東京都）：H28.7 実施予定

※仙北市では１次産業の労働力を確保する派遣内容であれば、特例が適用されます。

※この特例は平成 28 年４月１日から特区に関わらず全国で適用されます。

林業用を含めた非公共用での貸付・使用について
①対象面積は５ha 以内。
② 所在地域の住民が林業等に供する場合に限定。

①対象面積の上限を 10ha に拡大。
②対象者を地域住民に加え、民有林と国有林を一体
　的に活用して経営を効率化しようとする者を対象。

派遣労働時間の上限が週20時間。 派遣労働時間の上限が週40時間に拡大。

①役員の過半が農業の常時従事者であること。
②さらに過半が農作業に従事。

①は同じ。
②役員の１人以上が農作業に従事。

①ドローンの実証試験など特定の電波を使用する
　際には、免許申請前に実験で使用する周波数や
　使用可能な地域等の調整に関して、各関係機関
　と段階的に調整を行う必要があり、内容に係る
　総務大臣の公示まで一定の時間を要する。
②免許申請書類も申請後に確認を行うため、申請
　から発給まで１～２週間の時間を要する。

①区域会議で関係者の調整を効率的に実施し、区
　域会議の確認後、内容に関して速やかに総務大
　臣の公示を行う。
②調整段階から申請書類の「特別事前確認」を平
　行して実施することで、申請から原則「即日」
　で免許発給が可能となる。

【現行法】 【特例】

〇シルバー人材センター会員の派遣労働時間の緩和

〇農業生産法人の設立に係る要件緩和

〇電波法における特定実験試験局制度の特例

緩和

緩和

規制改革
アイデア
募集中。
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平成 28 年度「 家庭ゴミ収集カレンダー」を
配布しています

　カレンダーは今回の「広報せんぼく」に折り込まれています。
ご確認ください。

●問合せ／
　市民生活課環境保全係（角館庁舎）☎（43）3308
　環境保全センター（角館町薗田）　☎（54）3305

☎ 

可燃可燃

紙くず・紙おむつ

等

第1グループ

収　　集　　日 収　　集　　日

粗大ゴミ収集日

◎ ゴミの野焼きや基準に満たない焼却炉での焼却・ゴミの不法投棄は環境へ悪影響を及ぼすことから絶対にやめましょう。市で回収するもの

可燃 缶

木 土

びん

 ペット びん

缶

可燃

火 水

 ペット

新聞

木 金 土木日 月 火 水

午前8時
までカレンダーに従い

集積所に出してください。
家庭ゴミ収集カレンダー
平成２８年度版　　　　（H28年4月1日～H29年3月31日まで）

３月
木 日 月 水金 土 日 月 火

仙　北　市
○○地域

収集日の

金 土
２月１２月

金
１月

火 水

可燃可燃

日 月

可燃

 ペット

本

 ダン

缶

缶

可燃

可燃

 ボ-ル

 ダン

 ボトル 不燃  ボ-ル
可燃

 ダン

仙北市 環境保全センター

可燃

可燃

可燃缶

可燃可燃

本

 ダン
缶 缶可燃

新聞可燃

びん本
 ペット

本

第2グループ 第3グループ

びん

 ボトル  ボ-ル ボトル
可燃

不燃
可燃可燃 可燃

新聞新聞

 ボトル
可燃

不燃
可燃

可燃 可燃

可燃

缶

リサイクルできるガラスびん

可燃

資　源　ゴ　ミ

収　　集　　日

可燃

小型電化製品

粗　大　ゴ　ミ

可燃可燃
 ボ-ル

可燃

乾電池

不燃

空き缶

可燃

可燃

利用時間

午前8:30～

 午後4:30まで
・田沢湖一般廃棄物最終処分場

   （田沢湖生保内字八木沢台16-2）

・角館一般廃棄物最終処分場
   （角館町下延明通り７７）

☎ 

☎
☎ ５４－３３０５

    回収しません。引き渡しは、小売店か家電リサイクル券セ

ゴ ミ に つ い て の お 問 合 せ

燃やせないゴミ

リサイクルできないガラスびん

廃 家 電 の 受 け 入 れ 先最終処分場の連絡先（燃やせないゴミ）

地　区　名 地　区　名 地　区　名

燃やせるゴミ

台所ごみ

 　 い合わせください。火葬の日時などの予約は出来ません。

◎ ゴミを出す際には、指定のゴミ袋に入れ、町内名・集落名と名前を記載してください。また、粗大ゴミにも必ず名前を記載してください。

◎ 事業所や商店から出たゴミは、集積所へ出すことは出来ません。直接持ち込むか、市が許可をしている収集運搬業者へ依頼してください。

村      貴　☎　０１８７－５６－３８４５
菅原産業　☎　０１８７－５４－２４５８
村上商店　☎　０１８７－５３－２８４５

　　のホームページからも見ることが出来ます。

 ○　詳しいゴミの出し方や収集運搬許可業者については、市　　　　　　　　　

     から1月3日となります。

  ○  年末年始の収集について変更がある場合は、「広報せ

     んぼく」でお知らせします。

  ○　利用料金　家庭系ゴミ 50 ｋｇあたり 108 円・事業系

     ゴミ５０ｋｇあたり２１６円  ・ 小動物　１匹　４,３２０円

 ○  テレビ・エアコン・冷蔵庫冷凍庫・洗濯機・乾燥機は市で

・西木一般廃棄物最終処分場
   （西木町小山田字高野93-3）

☎ 

　  12月29日から1月3日となります。

小 動 物 の 火 葬 に つ い て

 ○  各最終処分場の休業日は、土曜・日曜・祝日・振替休日と

 ○  収骨を希望される場合は、当日に収骨可能か電話にてお問

  ○  環境保全センターの休業日は、土曜・日曜と12月29日

   （角館町薗田古川37-3）

 http://www.city.semboku.akita.jp/ 市民情報→ゴミ

    ンターへお問い合わせください。

鉄 ク ズ ・ 産 業 廃 棄 物 取 扱 店☎ 

可燃可燃

紙くず・紙おむつ

等

第1グループ

収　　集　　日 収　　集　　日

粗大ゴミ収集日

◎ ゴミの野焼きや基準に満たない焼却炉での焼却・ゴミの不法投棄は環境へ悪影響を及ぼすことから絶対にやめましょう。市で回収するもの

可燃 缶

木 土

びん

 ペット びん

缶

可燃

火 水

 ペット

新聞

木 金 土木日 月 火 水

午前8時
までカレンダーに従い

集積所に出してください。
家庭ゴミ収集カレンダー
平成２８年度版　　　　（H28年4月1日～H29年3月31日まで）

３月
木 日 月 水金 土 日 月 火

仙　北　市
○○地域

収集日の

金 土
２月１２月

金
１月

火 水

可燃可燃

日 月

可燃

 ペット

本

 ダン

缶

缶

可燃

可燃

 ボ-ル

 ダン

 ボトル 不燃  ボ-ル
可燃

 ダン

仙北市 環境保全センター

可燃

可燃

可燃缶

可燃可燃

本

 ダン
缶 缶可燃

新聞可燃

びん本
 ペット

本

第2グループ 第3グループ

びん

 ボトル  ボ-ル ボトル
可燃

不燃
可燃可燃 可燃

新聞新聞

 ボトル
可燃

不燃
可燃

可燃 可燃

可燃

缶

リサイクルできるガラスびん

可燃

資　源　ゴ　ミ

収　　集　　日

可燃

小型電化製品

粗　大　ゴ　ミ

可燃可燃
 ボ-ル

可燃

乾電池

不燃

空き缶

可燃

可燃

利用時間

午前8:30～

 午後4:30まで
・田沢湖一般廃棄物最終処分場

   （田沢湖生保内字八木沢台16-2）

・角館一般廃棄物最終処分場
   （角館町下延明通り７７）

☎ 

☎
☎ ５４－３３０５

    回収しません。引き渡しは、小売店か家電リサイクル券セ

ゴ ミ に つ い て の お 問 合 せ

燃やせないゴミ

リサイクルできないガラスびん

廃 家 電 の 受 け 入 れ 先最終処分場の連絡先（燃やせないゴミ）

地　区　名 地　区　名 地　区　名

燃やせるゴミ

台所ごみ

 　 い合わせください。火葬の日時などの予約は出来ません。

◎ ゴミを出す際には、指定のゴミ袋に入れ、町内名・集落名と名前を記載してください。また、粗大ゴミにも必ず名前を記載してください。

◎ 事業所や商店から出たゴミは、集積所へ出すことは出来ません。直接持ち込むか、市が許可をしている収集運搬業者へ依頼してください。

村      貴　☎　０１８７－５６－３８４５
菅原産業　☎　０１８７－５４－２４５８
村上商店　☎　０１８７－５３－２８４５

　　のホームページからも見ることが出来ます。

 ○　詳しいゴミの出し方や収集運搬許可業者については、市　　　　　　　　　

     から1月3日となります。

  ○  年末年始の収集について変更がある場合は、「広報せ

     んぼく」でお知らせします。

  ○　利用料金　家庭系ゴミ 50 ｋｇあたり 108 円・事業系

     ゴミ５０ｋｇあたり２１６円  ・ 小動物　１匹　４,３２０円

 ○  テレビ・エアコン・冷蔵庫冷凍庫・洗濯機・乾燥機は市で

・西木一般廃棄物最終処分場
   （西木町小山田字高野93-3）

☎ 

　  12月29日から1月3日となります。

小 動 物 の 火 葬 に つ い て

 ○  各最終処分場の休業日は、土曜・日曜・祝日・振替休日と

 ○  収骨を希望される場合は、当日に収骨可能か電話にてお問

  ○  環境保全センターの休業日は、土曜・日曜と12月29日

   （角館町薗田古川37-3）

 http://www.city.semboku.akita.jp/ 市民情報→ゴミ

    ンターへお問い合わせください。

鉄 ク ズ ・ 産 業 廃 棄 物 取 扱 店

☎ 

可燃可燃

紙くず・紙おむつ

等

第1グループ

収　　集　　日 収　　集　　日

粗大ゴミ収集日

◎ ゴミの野焼きや基準に満たない焼却炉での焼却・ゴミの不法投棄は環境へ悪影響を及ぼすことから絶対にやめましょう。市で回収するもの

可燃 缶

木 土

びん

 ペット びん

缶

可燃

火 水

 ペット

新聞

木 金 土木日 月 火 水

午前8時
までカレンダーに従い

集積所に出してください。
家庭ゴミ収集カレンダー
平成２８年度版　　　　（H28年4月1日～H29年3月31日まで）

３月
木 日 月 水金 土 日 月 火

仙　北　市
○○地域

収集日の

金 土
２月１２月

金
１月

火 水

可燃可燃

日 月

可燃

 ペット

本

 ダン

缶

缶

可燃

可燃

 ボ-ル

 ダン

 ボトル 不燃  ボ-ル
可燃

 ダン

仙北市 環境保全センター

可燃

可燃

可燃缶

可燃可燃

本

 ダン
缶 缶可燃

新聞可燃

びん本
 ペット

本

第2グループ 第3グループ

びん

 ボトル  ボ-ル ボトル
可燃

不燃
可燃可燃 可燃

新聞新聞

 ボトル
可燃

不燃
可燃

可燃 可燃

可燃

缶

リサイクルできるガラスびん

可燃

資　源　ゴ　ミ

収　　集　　日

可燃

小型電化製品

粗　大　ゴ　ミ

可燃可燃
 ボ-ル

可燃

乾電池

不燃

空き缶

可燃

可燃

利用時間

午前8:30～

 午後4:30まで
・田沢湖一般廃棄物最終処分場

   （田沢湖生保内字八木沢台16-2）

・角館一般廃棄物最終処分場
   （角館町下延明通り７７）

☎ 

☎
☎ ５４－３３０５

    回収しません。引き渡しは、小売店か家電リサイクル券セ

ゴ ミ に つ い て の お 問 合 せ

燃やせないゴミ

リサイクルできないガラスびん

廃 家 電 の 受 け 入 れ 先最終処分場の連絡先（燃やせないゴミ）

地　区　名 地　区　名 地　区　名

燃やせるゴミ

台所ごみ

 　 い合わせください。火葬の日時などの予約は出来ません。

◎ ゴミを出す際には、指定のゴミ袋に入れ、町内名・集落名と名前を記載してください。また、粗大ゴミにも必ず名前を記載してください。

◎ 事業所や商店から出たゴミは、集積所へ出すことは出来ません。直接持ち込むか、市が許可をしている収集運搬業者へ依頼してください。

村      貴　☎　０１８７－５６－３８４５
菅原産業　☎　０１８７－５４－２４５８
村上商店　☎　０１８７－５３－２８４５

　　のホームページからも見ることが出来ます。

 ○　詳しいゴミの出し方や収集運搬許可業者については、市　　　　　　　　　

     から1月3日となります。

  ○  年末年始の収集について変更がある場合は、「広報せ

     んぼく」でお知らせします。

  ○　利用料金　家庭系ゴミ 50 ｋｇあたり 108 円・事業系

     ゴミ５０ｋｇあたり２１６円  ・ 小動物　１匹　４,３２０円

 ○  テレビ・エアコン・冷蔵庫冷凍庫・洗濯機・乾燥機は市で

・西木一般廃棄物最終処分場
   （西木町小山田字高野93-3）

☎ 

　  12月29日から1月3日となります。

小 動 物 の 火 葬 に つ い て

 ○  各最終処分場の休業日は、土曜・日曜・祝日・振替休日と

 ○  収骨を希望される場合は、当日に収骨可能か電話にてお問

  ○  環境保全センターの休業日は、土曜・日曜と12月29日

   （角館町薗田古川37-3）

 http://www.city.semboku.akita.jp/ 市民情報→ゴミ

    ンターへお問い合わせください。

鉄 ク ズ ・ 産 業 廃 棄 物 取 扱 店

☎ 

可燃可燃

紙くず・紙おむつ

等

第1グループ

収　　集　　日 収　　集　　日

粗大ゴミ収集日

◎ ゴミの野焼きや基準に満たない焼却炉での焼却・ゴミの不法投棄は環境へ悪影響を及ぼすことから絶対にやめましょう。市で回収するもの
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缶
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火 水

 ペット

新聞

木 金 土木日 月 火 水

午前8時
までカレンダーに従い

集積所に出してください。
家庭ゴミ収集カレンダー
平成２８年度版　　　　（H28年4月1日～H29年3月31日まで）

３月
木 日 月 水金 土 日 月 火

仙　北　市
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火 水
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日 月
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 ボトル 不燃  ボ-ル
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 ダン

仙北市 環境保全センター

可燃
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可燃缶
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本

 ダン
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びん本
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本

第2グループ 第3グループ

びん

 ボトル  ボ-ル ボトル
可燃

不燃
可燃可燃 可燃

新聞新聞

 ボトル
可燃

不燃
可燃

可燃 可燃

可燃

缶

リサイクルできるガラスびん

可燃

資　源　ゴ　ミ

収　　集　　日

可燃

小型電化製品

粗　大　ゴ　ミ

可燃可燃
 ボ-ル

可燃

乾電池

不燃

空き缶

可燃

可燃

利用時間

午前8:30～

 午後4:30まで
・田沢湖一般廃棄物最終処分場

   （田沢湖生保内字八木沢台16-2）

・角館一般廃棄物最終処分場
   （角館町下延明通り７７）

☎ 

☎
☎ ５４－３３０５

    回収しません。引き渡しは、小売店か家電リサイクル券セ

ゴ ミ に つ い て の お 問 合 せ

燃やせないゴミ

リサイクルできないガラスびん

廃 家 電 の 受 け 入 れ 先最終処分場の連絡先（燃やせないゴミ）

地　区　名 地　区　名 地　区　名

燃やせるゴミ

台所ごみ

 　 い合わせください。火葬の日時などの予約は出来ません。

◎ ゴミを出す際には、指定のゴミ袋に入れ、町内名・集落名と名前を記載してください。また、粗大ゴミにも必ず名前を記載してください。

◎ 事業所や商店から出たゴミは、集積所へ出すことは出来ません。直接持ち込むか、市が許可をしている収集運搬業者へ依頼してください。

村      貴　☎　０１８７－５６－３８４５
菅原産業　☎　０１８７－５４－２４５８
村上商店　☎　０１８７－５３－２８４５

　　のホームページからも見ることが出来ます。

 ○　詳しいゴミの出し方や収集運搬許可業者については、市　　　　　　　　　

     から1月3日となります。

  ○  年末年始の収集について変更がある場合は、「広報せ

     んぼく」でお知らせします。

  ○　利用料金　家庭系ゴミ 50 ｋｇあたり 108 円・事業系

     ゴミ５０ｋｇあたり２１６円  ・ 小動物　１匹　４,３２０円

 ○  テレビ・エアコン・冷蔵庫冷凍庫・洗濯機・乾燥機は市で

・西木一般廃棄物最終処分場
   （西木町小山田字高野93-3）

☎ 

　  12月29日から1月3日となります。

小 動 物 の 火 葬 に つ い て

 ○  各最終処分場の休業日は、土曜・日曜・祝日・振替休日と

 ○  収骨を希望される場合は、当日に収骨可能か電話にてお問

  ○  環境保全センターの休業日は、土曜・日曜と12月29日

   （角館町薗田古川37-3）

 http://www.city.semboku.akita.jp/ 市民情報→ゴミ

    ンターへお問い合わせください。

鉄 ク ズ ・ 産 業 廃 棄 物 取 扱 店

田沢湖・角館・西木の各地域名が記載されています

●数字下のゴミの種類に応

じて集積所へ出してくだ

さい。

●地域によっては、27年

度と収集日が変更になっ

ている地域もありますの

で、ご注意ください。

●年末年始の収集について

は「広報せんぼく」でお

知らせします。

☎ 

可燃可燃

紙くず・紙おむつ

等

第1グループ

収　　集　　日 収　　集　　日

粗大ゴミ収集日

◎ ゴミの野焼きや基準に満たない焼却炉での焼却・ゴミの不法投棄は環境へ悪影響を及ぼすことから絶対にやめましょう。市で回収するもの

可燃 缶

木 土
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 ペット びん

缶

可燃

火 水

 ペット

新聞

木 金 土木日 月 火 水

午前8時
までカレンダーに従い

集積所に出してください。
家庭ゴミ収集カレンダー
平成２８年度版　　　　（H28年4月1日～H29年3月31日まで）

３月
木 日 月 水金 土 日 月 火

仙　北　市
○○地域

収集日の
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２月１２月

金
１月

火 水
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日 月
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缶
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 ボトル 不燃  ボ-ル
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 ダン

仙北市 環境保全センター

可燃
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可燃缶
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本

 ダン
缶 缶可燃
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びん本
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本
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 ボトル  ボ-ル ボトル
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新聞新聞

 ボトル
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缶

リサイクルできるガラスびん

可燃

資　源　ゴ　ミ

収　　集　　日

可燃

小型電化製品

粗　大　ゴ　ミ

可燃可燃
 ボ-ル

可燃

乾電池

不燃

空き缶

可燃

可燃

利用時間

午前8:30～

 午後4:30まで
・田沢湖一般廃棄物最終処分場

   （田沢湖生保内字八木沢台16-2）

・角館一般廃棄物最終処分場
   （角館町下延明通り７７）

☎ 

☎
☎ ５４－３３０５

    回収しません。引き渡しは、小売店か家電リサイクル券セ

ゴ ミ に つ い て の お 問 合 せ

燃やせないゴミ

リサイクルできないガラスびん

廃 家 電 の 受 け 入 れ 先最終処分場の連絡先（燃やせないゴミ）

地　区　名 地　区　名 地　区　名

燃やせるゴミ

台所ごみ

 　 い合わせください。火葬の日時などの予約は出来ません。

◎ ゴミを出す際には、指定のゴミ袋に入れ、町内名・集落名と名前を記載してください。また、粗大ゴミにも必ず名前を記載してください。

◎ 事業所や商店から出たゴミは、集積所へ出すことは出来ません。直接持ち込むか、市が許可をしている収集運搬業者へ依頼してください。

村      貴　☎　０１８７－５６－３８４５
菅原産業　☎　０１８７－５４－２４５８
村上商店　☎　０１８７－５３－２８４５

　　のホームページからも見ることが出来ます。

 ○　詳しいゴミの出し方や収集運搬許可業者については、市　　　　　　　　　

     から1月3日となります。

  ○  年末年始の収集について変更がある場合は、「広報せ

     んぼく」でお知らせします。

  ○　利用料金　家庭系ゴミ 50 ｋｇあたり 108 円・事業系

     ゴミ５０ｋｇあたり２１６円  ・ 小動物　１匹　４,３２０円

 ○  テレビ・エアコン・冷蔵庫冷凍庫・洗濯機・乾燥機は市で

・西木一般廃棄物最終処分場
   （西木町小山田字高野93-3）

☎ 

　  12月29日から1月3日となります。

小 動 物 の 火 葬 に つ い て

 ○  各最終処分場の休業日は、土曜・日曜・祝日・振替休日と

 ○  収骨を希望される場合は、当日に収骨可能か電話にてお問

  ○  環境保全センターの休業日は、土曜・日曜と12月29日

   （角館町薗田古川37-3）

 http://www.city.semboku.akita.jp/ 市民情報→ゴミ

    ンターへお問い合わせください。

鉄 ク ズ ・ 産 業 廃 棄 物 取 扱 店

●粗大ゴミの収集日と収集地区名を

グループごとに掲載しています。

● 27年度に配付の「家庭ゴミ収集日

程表」と記載地区名称が変わりま

すが、グループに変更はありませ

んので、グループごとに指定され

た日に粗大ゴミを出してください。

☎ 
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等

第1グループ

収　　集　　日 収　　集　　日

粗大ゴミ収集日

◎ ゴミの野焼きや基準に満たない焼却炉での焼却・ゴミの不法投棄は環境へ悪影響を及ぼすことから絶対にやめましょう。市で回収するもの
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までカレンダーに従い

集積所に出してください。
家庭ゴミ収集カレンダー
平成２８年度版　　　　（H28年4月1日～H29年3月31日まで）
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粗　大　ゴ　ミ
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 ボ-ル

可燃

乾電池

不燃

空き缶

可燃

可燃

利用時間

午前8:30～

 午後4:30まで
・田沢湖一般廃棄物最終処分場

   （田沢湖生保内字八木沢台16-2）

・角館一般廃棄物最終処分場
   （角館町下延明通り７７）

☎ 

☎
☎ ５４－３３０５

    回収しません。引き渡しは、小売店か家電リサイクル券セ

ゴ ミ に つ い て の お 問 合 せ

燃やせないゴミ

リサイクルできないガラスびん

廃 家 電 の 受 け 入 れ 先最終処分場の連絡先（燃やせないゴミ）

地　区　名 地　区　名 地　区　名

燃やせるゴミ

台所ごみ

 　 い合わせください。火葬の日時などの予約は出来ません。

◎ ゴミを出す際には、指定のゴミ袋に入れ、町内名・集落名と名前を記載してください。また、粗大ゴミにも必ず名前を記載してください。

◎ 事業所や商店から出たゴミは、集積所へ出すことは出来ません。直接持ち込むか、市が許可をしている収集運搬業者へ依頼してください。

村      貴　☎　０１８７－５６－３８４５
菅原産業　☎　０１８７－５４－２４５８
村上商店　☎　０１８７－５３－２８４５

　　のホームページからも見ることが出来ます。

 ○　詳しいゴミの出し方や収集運搬許可業者については、市　　　　　　　　　

     から1月3日となります。

  ○  年末年始の収集について変更がある場合は、「広報せ

     んぼく」でお知らせします。

  ○　利用料金　家庭系ゴミ 50 ｋｇあたり 108 円・事業系

     ゴミ５０ｋｇあたり２１６円  ・ 小動物　１匹　４,３２０円

 ○  テレビ・エアコン・冷蔵庫冷凍庫・洗濯機・乾燥機は市で

・西木一般廃棄物最終処分場
   （西木町小山田字高野93-3）

☎ 

　  12月29日から1月3日となります。

小 動 物 の 火 葬 に つ い て

 ○  各最終処分場の休業日は、土曜・日曜・祝日・振替休日と

 ○  収骨を希望される場合は、当日に収骨可能か電話にてお問

  ○  環境保全センターの休業日は、土曜・日曜と12月29日

   （角館町薗田古川37-3）

 http://www.city.semboku.akita.jp/ 市民情報→ゴミ

    ンターへお問い合わせください。
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について、ご不明な点は「ご
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いただくか、直接お問い合わ

せください。
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までカレンダーに従い

集積所に出してください。
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☎ ５４－３３０５

    回収しません。引き渡しは、小売店か家電リサイクル券セ

ゴ ミ に つ い て の お 問 合 せ

燃やせないゴミ

リサイクルできないガラスびん

廃 家 電 の 受 け 入 れ 先最終処分場の連絡先（燃やせないゴミ）
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  ○  環境保全センターの休業日は、土曜・日曜と12月29日
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 午後4:30まで
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   （田沢湖生保内字八木沢台16-2）

・角館一般廃棄物最終処分場
   （角館町下延明通り７７）

☎ 

☎
☎ ５４－３３０５

    回収しません。引き渡しは、小売店か家電リサイクル券セ

ゴ ミ に つ い て の お 問 合 せ

燃やせないゴミ

リサイクルできないガラスびん

廃 家 電 の 受 け 入 れ 先最終処分場の連絡先（燃やせないゴミ）
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台所ごみ

 　 い合わせください。火葬の日時などの予約は出来ません。

◎ ゴミを出す際には、指定のゴミ袋に入れ、町内名・集落名と名前を記載してください。また、粗大ゴミにも必ず名前を記載してください。

◎ 事業所や商店から出たゴミは、集積所へ出すことは出来ません。直接持ち込むか、市が許可をしている収集運搬業者へ依頼してください。

村      貴　☎　０１８７－５６－３８４５
菅原産業　☎　０１８７－５４－２４５８
村上商店　☎　０１８７－５３－２８４５

　　のホームページからも見ることが出来ます。

 ○　詳しいゴミの出し方や収集運搬許可業者については、市　　　　　　　　　

     から1月3日となります。

  ○  年末年始の収集について変更がある場合は、「広報せ

     んぼく」でお知らせします。

  ○　利用料金　家庭系ゴミ 50 ｋｇあたり 108 円・事業系

     ゴミ５０ｋｇあたり２１６円  ・ 小動物　１匹　４,３２０円

 ○  テレビ・エアコン・冷蔵庫冷凍庫・洗濯機・乾燥機は市で

・西木一般廃棄物最終処分場
   （西木町小山田字高野93-3）

☎ 

　  12月29日から1月3日となります。

小 動 物 の 火 葬 に つ い て

 ○  各最終処分場の休業日は、土曜・日曜・祝日・振替休日と

 ○  収骨を希望される場合は、当日に収骨可能か電話にてお問

  ○  環境保全センターの休業日は、土曜・日曜と12月29日

   （角館町薗田古川37-3）

 http://www.city.semboku.akita.jp/ 市民情報→ゴミ

    ンターへお問い合わせください。
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パ
　

仙
北
市
で
は
昨
年
12
月
22
日
か
ら
１
月

８
日
の
期
間
に
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
・
公
共

交
通
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
や
現
状
の
課
題
を
基
に
今
後

５
年
間
の
仙
北
市
の
公
共
交
通
の
方
向
性

と
具
体
的
な
施
策
を
計
画
し
た「
仙
北
市

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画（
案
）」が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
意
見
や
提
案
を
募

集
す
る
た
め
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意

見
募
集
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
期
間
／
４
月
12
日 

火 

ま
で

●
公
表
資
料
／
仙
北
市
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画（
案
）

●
資
料
閲
覧
場
所
／
企
画
政
策
課
、
角
館
・

西
木
地
域
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所
、
仙

北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
意
見
の
募
集
対
象
者
／

◎
仙
北
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

◎
仙
北
市
内
に
勤
務
、
在
学
す
る
方

◎
仙
北
市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
を
有
す

る
個
人
、
法
人
、
そ
の
他
の
団
体

●
意
見
の
提
出
方
法
／
所
定
の
記
入
用
紙

ま
た
は
任
意
様
式
に
よ
り
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
市
外
の
方
で
勤
務
地

等
が
市
内
の
場
合
は
勤
務
先
等
、
ご
意

見
の
あ
る
ペ
ー
ジ
番
号
な
ど
を
明
記
の

う
え
、持
参
、郵
送
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、メ
ー

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
募
集
）を
し
ま
す

仙
北
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画（
案
）

ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
持
参
の
場
合
は
市
役
所
各
地
域
セ
ン

タ
ー
、
各
出
張
所
へ
の
提
出
も
可
）。

※
い
ず
れ
の
場
合
も
４
月
12
日 

火 

17
時
ま
で

（
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効
）

●
意
見
の
取
扱
い

◎
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は「
仙
北
市

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」の
参
考

と
す
る
ほ
か
、
後
日
集
約
し
住
所
、
氏

名
等
の
個
人
情
報
を
除
き
、
対
応
状
況

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
す
る
予
定

で
す
。

◎
類
似
の
ご
意
見
等
に
つ
い
て
は
集
約
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
匿
名
の
も
の
、
募
集
対
象
者
の
判
断
が

で
き
な
い
方
、
本
件
と
直
接
関
係
の
な

い
ご
意
見
を
示
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ

る
内
容
に
つ
い
て
は
、
意
見
と
し
て
取

り
扱
い
ま
せ
ん
。

◎
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
対
し

て
、
個
別
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た

提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
原
稿
は
返

却
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

●
提
出
・
問
合
せ
／

　

仙
北
市
総
務
部  

企
画
政
策
課

　

〒
０
１
４-

１
２
９
８

　

仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内
字
宮
ノ
後
30

　

☎（
43
）１
１
１
２   

FAX（
43
）１
３
０
０

　

E-m
ail  kikaku@

city.sem
boku.akita.jp

●
採
用
人
数
／
１
人

●
受
験
資
格
／
昭
和
27
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
医
師
の
資
格
を
有
す

る
方
、
ま
た
は
平
成
27
年
度
中
に
実
施

す
る
国
家
試
験
で
取
得
見
込
み
の
方

●
勤
務
地
／
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
神

代
診
療
所（
田
沢
湖
神
代
字
野
中
清
水

２
１
６
‐
４
）

●
診
療
科
目
／
内
科（
一
般
内
科
、
消
化

器
内
科
、
循
環
器
内
科
）

●
業
務
内
容
／
外
来
診
療
、
訪
問
診
療

●
採
用
予
定
日
／
平
成
28
年
４
月
１
日

●
待
遇
／

◎
仙
北
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
に
よ
る

◎
週
休
２
日
制（
土
曜
日
、
日
曜
日
休
み
）

◎
学
会
参
加
可

●
試
験
／

◎
日
時
／
３
月
下
旬（
申
込
者
に
後
日
連

絡
）

◎
会
場
／
仙
北
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎

　
（
田
沢
湖
生
保
内
字
宮
ノ
後
30
）

◎
内
容
／
口
述
試
験（
個
別
面
接
）

●
申
込
手
続
き
／
医
師
免
許
証（
写
し
）

と
履
歴
書（
写
真
貼
付
）
を
総
務
課
職

員
係
宛
て
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
郵

送
可
）。

●
申
込
受
付
期
間
／
３
月
25
日 

金 

ま
で

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
、
８
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
）。
郵
送
の

北
市
職
員
採
用
試
験

（
医
師
）の
お
知
ら
せ

仙

場
合
は
、
３
月
25
日 

金 

必
着
に
限
り

ま
す
。

●
申
込
・
問
合
せ
／

　

仙
北
市
総
務
部
総
務
課
職
員
係

　

〒
０
１
４
‐
１
２
９
８

　

仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内
字
宮
ノ
後
30

　

☎（
43
）１
１
１
１

●
業
務
内
容
／
健（
検
）
診
事
業
に
係
る

各
世
帯
へ
の
配
布
物
袋
詰
め
作
業

●
募
集
人
員
／
事
務
補
助
員
８
人

●
勤
務
地
／
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
角
館

町
中
菅
沢
）

●
雇
用
予
定
期
間
／
４
月
13
日 

水 

～
26

日 

火 

（
土
・
日
曜
日
除
く
、
10
日
間
、

１
日
７
時
間
予
定
）

●
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

か
ら
の
紹
介
状
を
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間
／
３
月
16
日 

水 

～
24
日 

木 

●
選
考
方
法
／
書
類
お
よ
び
面
接（
４
月

４
日 

月 

実
施
予
定
）

※
採
用
人
数
、
雇
用
期
間
に
つ
い
て
は
、
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
せ
／
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
角
館

町
中
菅
沢
）　

☎（
55
）１
１
１
２

北
市
期
限
付
き
パ
ー
ト

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

仙

▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352

市 information
役所からのお知らせ
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夜

市

　

日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
夜
間
納
税

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相
談
窓

口
も
併
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／

   

３
月
31
日 

木   

17
時
15
分
～
19
時

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
税
務
課（
田
沢
湖
庁
舎
）、角
館
・

西
木
地
域
セ
ン
タ
ー

●
問
合
せ
／
税
務
課（
田
沢
湖
庁
舎
）

　

☎（
43
）１
１
１
７

【
平
成
28
年
３
月
31
日
納
期
限
の
税
目
】

◎
国
民
健
康
保
険
税（
普
通
徴
収
）

　

・
随
時 

第
１
期

◎
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
普
通
徴
収
）

　

・
随
時 

第
１
期

　

口
座
振
替
も
納
期
限
と
同
日
で
す
の

で
、
前
日
ま
で
通
帳
の
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
安
心
で
す
。

各
金
融
機
関
ま
た
は
市
役
所
税
務
課
、
各
地

域
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

現
在
工
事
中
の
市
道
神
代
中
央
線
の
一

部
が
工
事
完
了
に
伴
い
供
用
開
始（
交
通

可
能
）と
な
り
ま
す
。

●
一
部
供
用
区
間
／
田
沢
湖
角
館
東
前
郷

字
六
丁
野
～
田
沢
湖
神
代
字
国
館　

間

●
供
用
開
始
日
／
３
月
31
日
工
事
完
了
に

伴
い
、
４
月
１
日
供
用
開
始
予
定
と
し

ま
す
。

●
問
合
せ
／
建
設
課（
西
木
庁
舎
）

　

☎（
43
）２
２
９
４

間
納
税
窓
口
を

開
設
し
ま
す

成 28 年度交通災害共済・不慮の災害共済
加入申込み受付中！

道
神
代
中
央
線
一
部

交
通
可
能
に
な
り
ま
す

市道神代中央線  L=2,506m

現在供用中
L=1,100m L=660m

H28.4.1
供用予定

工事未着手工区間
L=746m

国
道
１
０
５
号
線

才津川
院
内
川

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道

羽後太田駅

至角館

至北秋田市

JA・
就業改善センター

市役所
神代出張所

神代中

神代小

　

市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
高
齢
者

世
帯
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
年
金
生

活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給
し

ま
す
。

●
支
給
対
象
者
／
次
の
全
て
の
要
件
に
当

て
は
ま
る
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

◎
平
成
28
年
度
中
に
65
歳
以
上
と
な
る
こ

と（
昭
和
27
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
て
い
る
こ
と
）

◎
平
成
27
年
１
月
１
日
時
点
で
仙
北
市
の
住

民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

※
平
成
27
年
１
月
２
日
以
降
に
仙
北
市
に
転
入

さ
れ
た
方
は
、
平
成
27
年
１
月
１
日
時
点
で

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
市
町
村

が
申
請
先（
支
給
先
）と
な
り
ま
す
。

◎
平
成
27
年
度
の
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
な
い
こ
と

◎
平
成
27
年
度
の
市
町
村
民
税
が
課
税
さ

れ
て
い
る
方
の
被
扶
養
者
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と

◎
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
な
い
こ
と

※
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
申
請
書
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。
申
請
期
間
内
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

●
給
付
金
額
／
支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き

３
万
円

●
申
請
期
間
／
６
月
15
日 

水 

ま
で

●
申
請
に
必
要
な
も
の（
①
・
②
必
須
）／

①
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
の
写
し（
免

許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金
を
支
給

年

※
世
帯
で
申
請
さ
れ
る
場
合
も
支
給
対
象
全
員

の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
の
写
し
が
必
要

で
す
。

②
通
帳
の
写
し（
金
融
機
関
名
・
口
座
番

号
・
口
座
名
義（
カ
ナ
）
が
記
載
さ
れ

て
い
る
部
分
）

※
長
期
間
使
用
し
て
い
な
い
口
座
に
は
振
込
み

で
き
な
い
の
で
、
受
取
口
座
と
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

③
仙
北
市
以
外
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
の
被
扶
養
者
と
な
っ
て

い
る
場
合
は
、
そ
の
方
の
平
成
27
年
度

分
市
町
村
民
税
の
非
課
税
証
明
書

④
代
理
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
代
理
の
方

の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
の
写
し

●
給
付
金
の
受
取
方
法
／
申
請
書
に
記
載

加入資格
仙北市に住んでおり、住民基本台帳に記録されて

いる方

共済期間

平成28年4月1日～平成29年3月31日

※4月1日以降に加入した場合：

　翌日～平成29年3月31日

加入受付窓口
（平日のみ）

市民生活課（角館庁舎）、田沢湖・西木地域センター、

各出張所、取扱金融機関

《交通災害共済》

年間掛金　300円

《不慮の災害共済》

年間掛金　700円

道路上で自動車、バイク、自転

車に乗っていて、衝突・接触・

転倒した事故、また歩行中にこ

れらの乗り物にひかれたりした

場合に、共済金が支給されます。

◎死亡：100万円

◎後遺障害：50万円～100万円

◎入院１日：2,000円

◎通院１日：800円

急激かつ偶然の外来の事故（作業

中の事故、スポーツ、レクリエー

ション中の事故など）により死傷

した場合に、共済金が支給され

ます。

◎死亡：60万円

◎後遺障害：30万円～60万円

◎入院１日：1,100円

◎通院：対象外

※共済金の請求方法など、詳細については「広報せんぼく 2月1日号」に折り込

み済のパンフレットをご覧ください。

●問合せ／市民生活課（角館庁舎）　☎43-3308

　

平
成
27
年
度
に
交
付
し
た
仙
北
市
障
が
い
者（
児
）タ
ク
シ
ー
利
用
券
の

有
効
期
限
が
平
成
28
年
３
月
末
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
有
効
期
限
が
過

ぎ
て
し
ま
っ
た
タ
ク
シ
ー
利
用
券
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係（
西
木
庁
舎
）☎（
43
）２
２
８
８

北
市
障
が
い
者（
児
）タ
ク
シ
ー
利
用
券
の

有
効
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

仙平

仙北市障がい者（児）タクシー利用券

No 5 - 1 - 　 -

金　額 500円
乗車年月日 　

有 効 期 限 平成28年3月31日

発　行　者 仙北市長

見
本

▼ 12:00～13:20

▼ 10:00～11:30

▼ 14:40～16:00

献血日程

問合せ／仙北市保健課  ☎55-1112

日東光器（株） 田沢湖工場

（株）成立 田沢湖工場

（株）田沢モータース

全血/400ml献血にご協力ください。
3／23水

さ
れ
た
指
定
口
座
に
振
込
み
ま
す
。

※
申
請
書
を
受
理
後
に
審
査
し
、
支
給
決
定
通

知
書
ま
た
は
不
支
給
決
定
通
知
書
を
郵
送
し

ま
す
。

※
支
給
後
に
市
町
村
民
税
課
税
者
の
被
扶
養
者

に
な
っ
て
い
る
等
、
給
付
金
の
支
給
要
件
に

該
当
し
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
、
給
付

金
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
申
請
方
法
／
申
請
書
と
一
緒
に
同
封
さ

れ
た
返
信
用
封
筒
で
郵
送
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
田
沢
湖
・
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー
、

各
出
張
所
、
社
会
福
祉
課
の
窓
口
で
申

請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
福
祉
政
策
係

　
（
西
木
庁
舎
）☎（
43
）２
２
８
８

　

平
成
28
年
４
月
１
日
よ
り
、
一
般
家
庭

で
も
電
気
の
購
入
先
を
自
由
に
選
択
で
き

る「
電
力
の
小
売
り
全
面
自
由
化
」
が
始

ま
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
既
存
の
電
力

会
社
だ
け
で
は
な
く
、
業
種
を
問
わ
ず
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
者
か
ら
電
気
を
購
入
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

選
択
肢
が
増
え
る
一
方
、
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
狙
っ
て
あ
や
し
い
勧
誘
が
多
く
な

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

新
し
い
制
度
な
の
で
分
か
ら
な
い
こ
と

も
多
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
お

力
の
小
売
り
自
由
化
」に
便
乗
し
た

あ
や
し
い
勧
誘
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

「
電

か
し
い
と
思
っ
た

ら
余
計
な
話
は
せ

ず
に
、
す
ぐ
に
電
話
を

切
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
／

▼
電
力
小
売
り
自
由
化
に
つ
い
て

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　

☎
０
５
７
０（
０
２
８
）５
５
５

▼
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

市
民
生
活
課（
角
館
庁
舎
）

　

☎（
43
）３
３
０
８

information市 役所からのお知らせ ▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352
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ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

問合せ：仙北市定住対策推進室 ☎43-3315

※ PDCA サイクル：事業活動における生産管理や品質管理などの管理業

務を進める手法で、Plan（計画）⇒Do（実行）⇒Check（評価）⇒Act（改

善）の 4段階を繰り返し、業務を継続的に改善する。

※合計特殊出生率：15歳から 49歳までの女性が年齢別出生率を合計し

たもので、一人の女性が一生に産む子どもの平均的な数。

※ KPI：重要業績評価指標（Key Performance Indicators）。目標達

成の度合いを定義する補助となる計量基準。

※ ICT：情報処理および情報通信（Information and Communication 

Technology）。コンピュータやネットワークに関連する諸分野におけ

る技術・産業・設備・サービスなどの総称。

基本的方向

出会い、結婚、妊娠、出産、子育て、健全な子どもの
成長まで切れ目ない支援を官民一体となって取り組み、
出生数の増加につなげます。子育て世代が育児と仕事
の両立を実現するため、男女の働き方や家庭における
役割分担の啓発・推進、事業所の協力を得ながら子育
てを応援する環境づくりをします。

数値目標

婚姻数……………… 平成31年度100件（H26年84件）
合計特殊出生率……　　平成31年度1.59（H24年1.49）

具体的施策項目 KPI
①出会いの創出とマッ

チング機能の強化
出会いイベント開催件数24件

②子育て環境の充実と
多面的な支援の強化

子育て拠点施設利用者数

1,200人

③子育て世代の経済的
支援制度の充実

出生数　　　　　　　183人

④文化に育まれた地域
を担う子どもたちの
教育環境の充実

中学3年英検3級受験率85％
中学3年英検3級合格率45％

1年間に 30日以上欠席した児
童生徒数　　　　　7人以下

基本的方向

市民の皆さんが地域を愛し、誇りに思う気持ち
を持つような地域活動を支援します。また、安
全で便利な生活環境を維持する公共インフラ、
住民サービス等の計画的な維持管理・更新を進
めるとともに、ICT の活用を進めサービスの質
や利便性の向上を図ります。

数値目標

「仙北市は住みやすい」と思う人の割合…　
平成31年度まで 20％ UP（新規）

社会活動、地域活動に参加した人の割合…　
平成31年度まで 25％ UP（新規）

具体的施策項目 KPI
①多様な地域活動へ

の支援強化
提案型まちづくり事業

18件

②安全で便利な生活
環境の維持・整備

市民バス・デマンド交通
利用者数　　　80,000人

③若者や女性の活躍
支援

男女イキイキ職場宣言事
業所数　　　　　　20件

④市民が健康に暮ら
せる環境の整備

がん検診受診率　　35％

　
こ
の
度
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
法
」（
平
成
26
年
法
律
第

１
３
６
号
）
に
基
づ
き
、ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
に
関
す
る
今
後
５
年
間

の
基
本
方
向
と
具
体
的
な
施
策
を
ま

と
め
た
「
仙
北
市
総
合
戦
略
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　
総
合
戦
略
は
、
本
市
が
抱
え
る
人

口
減
少
や
高
齢
化
に
対
応
す
る
た

め
、
市
外
へ
の
人
口
流
出
の
歯
止
め
、

本
市
へ
の
人
の
流
れ
を
つ
く
る
、
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
を
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
、
資
源
を
活
か
し
た
産
業

育
成
を
す
る
こ
と
で
、
地
域
活
力
の

向
上
と
暮
ら
し
の
安
全
を
守
り
、
本

市
の
持
続
的
な
発
展
を
促
す
た
め
の

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
計
画
期
間
は
、
平
成
27
年
度
か
ら

平
成
31
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

こ
の
間
、
人
口
確
保
の
た
め
の
取
り

組
み
を
集
中
し
て
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
の
推
計
に
よ
る
と
本
市
の
人
口

は
、
44
年
後
の
２
０
６
０
年
の
将
来

人
口
が
１
万
４
３
２
人
ま
で
減
少
す

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
人
口
の
長
期

的
見
通
し
参
照
）。
こ
の
人
口
規
模

で
は
、
地
域
経
済
の
停
滞
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
力
の
減
退
を
招
く
危
険
性

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
総
合
戦
略
で
は
、

心
豊
か
な
地
域
で
の
生
活
を
確
保
す

る
た
め
、
２
０
６
０
年
の
将
来
人
口

を
１
万
５
８
４
１
人
（
国
推
計
と
の

差
５
４
０
９
人
）
と
定
め
、
実
現
に

向
け
た
各
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　
ま
た
、
総
合
戦
略
で
は
、
各
基
本

目
標
や
施
策
ご
と
の
数
値
目
標
（
Ｋ

Ｐ
Ｉ
…
重
要
業
績
評
価
指
標
）
を
定

め
、
施
策
・
事
業
の
効
果
・
達
成
度

を
外
部
有
識
者
の
参
画
を
得
て
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
導
入
し
、
検
証
・

改
善
を
図
り
、
必
要
に
応
じ
て
、
よ

り
実
効
性
や
実
現
性
の
高
い
総
合
戦

略
に
随
時
改
訂
し
な
が
ら
、
常
に
進

化
す
る
総
合
戦
略
に
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

基本目標３基本目標４ 少子化対策新たな地域社会形成

基本的方向

若者の地元定着化を図りつつ、市外
に出た人が本市へ戻り活躍できる環
境をつくります。総合的な移住情報
の発信、多様なニーズに対応する職
場づくりや起業しやすい環境づくり
を進め、受け入れ態勢整備や移住後
のフォローアップを行い、移住・定
住の促進を図ります。

数値目標

空き家情報バンク利用移住者数…平成31年度までに45人（H26年1人）

具体的施策項目 KPI
①情報発信の強化と移住環境の充実 移住相談件数　　　　　200件

②特区や資源を活かした多様な人材の
確保

短期移住体験参加者数 　50人

③移住者・若者の市内定着の促進
新婚世帯家賃助成事業利用件数

30件

基本目標２ 移住・定住対策

基本的方向

基幹産業の農林畜産業、観光業、商工業、サービス業等の連携を強化し、地
域産業の活性化、雇用創出につなげます。また、仙北市産業振興基本条例に
基づき、経営意欲の助長、経営基盤強化、活力ある地域経済成長を推進します。

数値目標

市内従業者数……………　平成31年度までに 12,000人（H26年11,000人）

具体的施策項目 KPI
①自然と歴史的景観に息づく人に優しい観

光地づくりと受け入れ態勢の整備
観光入込客数　　6,000,000人

②新たな視点による交流人口拡大 観光宿泊客数　  　625,000人

③「仙北ツーリズム」の創出と推進 外国人観光宿泊客数　32,000人

④農業を中核とした仙北ブランドの創出 新規就農者数　　 　　　15人

⑤農業の担い手育成と経営体の法人化 農業生産法人数　　 　30法人

⑥豊富な森林の利活用による産業振興 林業従事者数　　  　　270人

⑦地場産業の育成と競争力強化
ハローワーク角館就職件数

　1,000件

⑧伝統工芸品産業の再生 伝統工芸品等販売額 　10億円

⑨起業家の育成・人材確保 新規開業・事業拡張件数　20件

⑩「地方創生・近未来特区」の効果的な活用 特区関連事業所数　 　　15件

基本目標１ 産業振興による仕事づくり

（人）

30,000

10,000
平成22年
2010年

平成42年
2030年

平成62年
2050年

平成32年
2020年

平成52年
2040年

平成72年
2060年

14,000

10,432人

15,841人16,743人

19,728人

仙北市人口ビジョン：総人口

国立社会保障・人口問題
研究所推計：総人口

18,000

22,000

26,000

差分5,409人

人口の長期的見通し

仙
北
市
総
合
戦
略
を
策
定
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広報せんぼく平成２８年（２０１６） ３月１６日号　　学び・ふれあい・心豊かに  生涯学習

生涯学習課　 ☎43-3383
田沢湖公民館 ☎43-1061
角館公民館　 ☎54-1110
西木公民館　 ☎47-3100

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

生
涯
学
習

学
び
・
ふ
れ
あ
い
・
心
豊
か
に

　
春
の
山
菜
採
り
や
畑
作
業
に
役
立
つ

「
か
っ
こ
べ
」
を
作
る
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
冬
の
農
閑
期
で
、
皆
さ
ん
春
が
待
ち

遠
し
そ
う
に
先
生
の
話
を
真
剣
に
聞
き

な
が
ら
１
本
、
１
本
編
ん
で
自
分
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
か
っ
こ
べ
を
作
っ
て
い
ま
し

た
。
中
に
は
、
手
提
げ
バ
ッ
グ
に
す
る

方
や
、
早
く
か
っ
こ
べ
を
使
っ
て
み
た

い
と
、
腰
に
提
げ
て
野
菜
を
収
穫
し
て

い
る
ポ
ー
ズ
を
と
る
方
も
い
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
定
員
締
切
後
も
多
く
の

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
来

年
度
も
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

広
報
で
の
募
集
を
お
見
逃
し
な
く
！

かっこべ編み教室
生涯学習

活動紹介

　
日
ご
ろ
の
学
習
成
果
を
地
域
に
広

げ
、
生
き
が
い
の
あ
る
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
「
第
４
回
田
沢
湖
公
民

館
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
田
沢
湖
公
民
館
を
通
じ
て
活
動
す
る

グ
ル
ー
プ
や
個
人
が
制
作
し
た
作
品
の

展
示
や
活
動
紹
介
。
ん
み
ゃ
も
の
料
理

教
室
、
大
正
琴
、
コ
ー
ラ
ス
、
太
極
拳
、

３
Ｂ
体
操
な
ど
の
実
演
発
表
の
ほ
か
、

秋
田
県
庁
出
前
講
座
「
大
人
が
支
え
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ー
フ
テ
ィ
」、
相

続
問
題
に
関
す
る
「
あ
き
ぎ
ん
マ
ネ
ー

講
座
～
家
族
も
安
心
、
自
分
の
引
き
継

ぎ
～
」
な
ど
、
最
新
の
社
会
情
報
を
も

と
に
専
門
家
か
ら
貴
重
な
お
話
を
伺
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
田
沢
湖
公
民
館

　
西
木
公
民
館
を
会
場
に
「
お
や
ま
囃

子
」
を
習
得
し
た
い
と
熱
意
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
が
、
夕
方
か
ら
練
習
し
活
動

し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
す
。
メ

ン
バ
ー
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
ま
だ
５
人
。

人
数
は
少
な
い
で
す
が
、
い
つ
も
楽
し

く
、
時
に
は
厳
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。

　
指
導
し
て
い
る
佐
藤
隆
一
先
生
は
、

毎
週
「
く
り
っ
こ
太
鼓
」
も
教
え
て
い
ま

す
が
「
お
や
ま
囃
子
」
で
角
館
の
お
祭
り

を
後
世
に
引
き
継
ぎ
た
い
と
の
思
い
で
、

子
ど
も
た
ち
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
開
催
日
や
時
間
は
不
定
期
で
す
が
、

年
齢
を
問
わ
ず
、
興
味
の
あ
る
方
や
習
っ

て
み
た
い
方
は
、
西
木
公
民
館
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

市内で活動するサークルを紹介します。

参加してみたいなど活動に興味がある方はお問い合わせください。

▼
活
動
日
時 

不
定
期
活
動  

▼
活
動
場
所 

西
木
公
民
館
和
室

▼
会
員
数   

５
人

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
模
様
を
付
け
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ

が
お
気
に
入
り
の
「
か
っ
こ
べ
」
を
作
り
ま
し
た
。

生涯学習サークル紹介

くりっこおはやし同好会

西木公民館

　
生
涯
学
習
課
で
は
、
市
民
の
新
し
く
何
か

を
学
ん
で
み
た
い
！
趣
味
や
特
技
を
通
じ

て
新
し
い
仲
間
や
友
人
を
増
や
し
た
い
！

そ
ん
な
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
現
在
市

内
で
活
動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
・
団
体
等
の

情
報
を
ま
と
め
た
平
成
28
年
度
版
「
仙
北
市

サ
ー
ク
ル
活
動
を
し
て
い
る
方
々
に
お
願
い

生
涯
学
習
ガ
イ
ド
」
を
作
成
し
ま
す
。

　
市
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
し
て

活
動
内
容
等
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
掲
載
を

希
望
す
る
サ
ー
ク
ル
・
団
体
等
の
情
報
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

３２３（水） （木）２４・
出展品鑑賞

両日共通１０：００～１７：００

３２４（木）

活動報告・実演発表ほか

１０：００～１６：３０

田沢湖
公民館
まつり

第
４
回

田沢湖総合開発センター会場

最
近
こ
ん
な
覚
え
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

▼

よ
く
つ
ま
ず
い
た
り
転
ん
だ
り
す
る

▼

片
脚
立
ち
が
で
き
な
く
な
っ
た

▼

15
分
く
ら
い
続
け
て
歩
く
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
た

▼

階
段
を
上
が
る
と
き
に
必
ず
手
す

り
が
必
要
で
あ
る

　
ロ
コ
モ
と
は
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
（
運
動
器
症
候
群
）
の

略
で
、
高
齢
化
や
運
動
不
足
に
よ
り

足
腰
の
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
力
が
衰
え

る
こ
と
で
、
自
分
の
足
で
歩
け
な
く

な
っ
た
り
、
寝
た
き
り
に
な
っ
て

し
ま
う
危
険
の
高
い
状
態
の
こ
と
で

ロコモ予仙北市保健課 ☎ 55-1112問合せ

健康ワンポイント

ロコモ対策

スクワットや腹筋などで筋肉を鍛える。
片脚立ちでバランス能力を鍛える。

筋肉の柔軟性をよくするためにもストレッチ
もしっかり行う。

主食、主菜、副菜を基本に、バランスのよい
食事を心掛ける。

骨の材料となるカルシウム（乳製品、大豆製品、

小魚類、緑黄色野菜、海藻類）を積極的にとる。

電気コードなどは部屋の隅や床に固定する。

階段やトイレなど、上り降りや立ち座りの
動作をする場所に手すりを付ける。

マットやカーペットなどを滑り止めテープ
などで固定する。

運動を積極的に行いましょう

食事で骨を丈夫にしましょう

自宅での転倒を防ぎましょう

す
。
見
た
目
で
は
ロ
コ
モ
に
な
っ
た

か
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
メ
タ
ボ
の
人
に
も
や
せ
て

い
る
人
に
も
多
い
こ
と
が
特
徴
で

す
。
さ
ら
に
、
骨
粗
し
ょ
う
症
や
変

形
性
膝
関
節
症
な
ど
の
運
動
器
の
障

が
い
が
加
わ
る
と
ロ
コ
モ
は
ど
ん
ど

ん
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
ロ
コ
モ
は
高
齢
者
の
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
原
因
の
４
分
の
１
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
原
因
第
１
位
の

脳
卒
中
や
、
第
２
位
の
認
知
症
と
並

ぶ
主
要
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い

つ
ま
で
も
自
分
の
足
腰
で
元
気
に
過

ご
す
た
め
に
も
、
今
日
か
ら
ロ
コ
モ

予
防
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
！

今日から

はじめる 防

　
２
月
８
日
（
月
）、
Ｊ
Ｆ
Ｃ
全
国
ロ
ケ

地
フ
ェ
ア
が
ベ
ル
サ
ー
ル
西
新
宿
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル
（
東
京
都
新
宿
区
）
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。Ｆ
Ｃ
全
国
ロ
ケ
地
フ
ェ
ア
は
、

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
映
像
制
作
関

係
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
で
す
。

　
会
場
で
は
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
の
ブ
ー
ス
が

設
け
ら
れ
、
か
く
の
だ
て
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
対

応
し
ま
し
た
。
各
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
ロ
ケ
地
マ
ッ
プ
や
ポ
ス
タ
ー
等
を
掲

示
し
て
、
映
像
制
作
関
係
者
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。
今
年
の
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
は
例
年

よ
り
映
画
作
品
の
ポ
ス
タ
ー
が
多
く
掲
示

さ
れ
、
東
日
本
大
震
災
後
減
少
し
て
い
た

東
北
で
の
撮
影
案
件
も
回
復
し
つ
つ
あ
る

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　
ロ
ケ
地
フ
ェ
ア
終
了
後
に
開
か
れ
た
懇

親
会
で
は
、
全
国
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
担
当
者
と
の
交
流
が
で
き
ま
し

かくのだてフィルムコミッション
（仙北市観光課内）

☎４３-３３５２
http://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーションだより
Kakunodate Film Commission

た
。
ま
た
、
懇
親
会
に
は
、
ロ
ケ
地
フ
ェ

ア
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
映

像
制
作
関
係
者
も
多
数
出
席
し
て
お
り
、

情
報
交
換
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
あ
る
映
像
制

作
関
係
者
か
ら
、
４
月
公
開
の
Ｃ
Ｍ
撮
影

等
で
２
月
か
ら
３
月
は
忙
し
い
時
期
だ
と

お
聞
き
し
、
忙
し
い
中
、
参
加
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
た
く
思
い
ま
し
た
。

　
ロ
ケ
地
フ
ェ
ア
は
、
他
の
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
情
報
を
得
た
り
連
携
を

密
に
で
き
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
し
、
映

像
制
作
関
係
者
に
は
当
地
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
今
後
も
参
加
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
仙
北
市
全
域
で
の
撮
影
を

迎
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れ
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協

力
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く
お
願
い
し
ま
す
。
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会
長
　
坂
本  

洋
）ＪＦＣ全国ロケ地フェア　東北ブロックブース
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第５回
仙北市バスケットボール大会

【日時】3 月 27 日 日 9:00 ～

【場所】角館中学校体育館

【参加資格】仙北市内在住か在勤の社会人

【チーム構成】5 人以上（男女混合可）　

※県登録選手のコート出場は 2 人以内

【試合方式】クォーター 6 分、クォーター間

1 分、ハーフタイム 8 分、トーナメント

方式（参加状況によりリーグ戦も有り）

【参加料】1 チーム 2,000 円（当日）

【申込期間】3 月 22 日 火 まで

【申込・問合せ】チーム名、代表者名、連

絡先を明記し、『角館温泉』内・高野（FAX 
55-2222）までお申し込みください。

☎53-2222・☎090-9743-6728

OSHIRASE NAVI募　集

平成２８年度  内閣府青年国
際交流事業の参加青年募集
　海外や船上で、世界各国の青年と交流

し、相互理解と友好を深めてみませんか？

グローバルな視野と国際協調の精神を身

につけるチャンスです。意欲のある方を

お待ちしています！

【応募方法】応募の際は、申込書、作文、健

康診断書の提出が必要です。応募要領、

所定の申込用紙は内閣府のホームページ

　（http://www8.cao.go.jp/youth/

kouryu/bosyu.html）、日本青年国際

交流機構（http://www.iyeo.or.jp/ja/

info/caoboshu/）からダウンロード

してください。

【募集期間】3 月 22 日 火 まで

【対象】応募時点で秋田県に住民票がある方

【申込・問合せ】秋田県企画振興部国際課

☎018-860-1218

OSHIRASE NAVI募　集

角館の桜まつりで
ステージイベントを披露
してみませんか
　4 月 20 日から 5 月 5 日に開催される

角館の桜まつりでは、いつ来ても楽しい

イベントづくりを目的に特設ステージ（桜

まつり観光案内所前）を市民の方々に無

料開放します。桜色に染まる角館には多

くの観光客が訪れます。この機会にぜひ

イベントを実施してみませんか？

【ステージスペース】４間×３間（屋根なし）

【申込期間】4 月 1 日 金 まで

【申込受付】先着順となりますので、ご希

望の方はお早めに申し込みください。

【申込内容】団体名・利用内容、利用希望

日時・連絡先

【その他】桜まつり期間中には「おやま囃

子披露（日時未定）」を予定しており、

披露日以外の開放となりますので、ご

確認ください。利用に関しての制限等

詳細についてはお問い合わせください。

【申込・問合せ】角館の観光行事実行委員会

（仙北市観光課内）☎43-3352

OSHIRASE NAVI募　集

田沢湖駅にエスカレーターが設置となります
　JR 東日本秋田支社では、田沢湖駅をご利用のお客さまの利便性向上のため、田

沢湖駅ホームにエスカレーターを設置する工事を実施していましたが、この度、無

事竣工しました。工事期間中、駅をご利用のお客さま、駅周辺の皆さまにはご不便

をおかけしました。

　新たなエスカレーターは、3 月 26 日 土 より利用できるようになります。田沢湖

駅は、今年 10 月に田沢湖線全通 50 周年、また来年は秋田新幹線こまち開業 20

周年と節目の時期を迎えます。これからも引き続きよろしくお願いします。

【問合せ】JR 田沢湖駅  ☎43-1234

OSHIRASE NAVIお知らせ

指定障がい福祉サービス事業所愛仙
陶芸・木工の体験教室
　ひきこもりの方の外へ出るきっかけと

して、親同士の交流の場として幅広くご

利用ください。

【 日 時 】 毎月第 1 月曜日 ▼ 午前の部

10:00 ～ ▼ 午後の部 13:30 ～ （60

～ 90 分）

　※上記以外でもご相談に応じます。

【定員】1 日定員各 5 人まで。事前（3

日前まで）にご予約ください。

【参加費】陶芸 1,000 円、木工 700 円

【問合せ】指定障がい福祉サービス事業所

愛仙  ☎47-3001

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お気

軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談でき

るよう、秋田弁護士会のご協力をいただき、

次のとおり無料法律相談を開催します。

【日時】3 月 30 日 水 13:30 ～

【場所】角館交流センター 第 2 研修室

【相談員】河村憲史弁護士

【相談内容】◎一般法律相談（法律問題全

般のご相談） ◎サラ金・クレジットな

ど多重債務のご相談 ◎中小企業・個人

事業に関するご相談 ◎高齢者・障がい

者に関するご相談 ◎交通事故に関する

ご相談 ◎子どもに関するご相談

【申込方法】総務課総務係に電話で予約し

てください。

【予約受付時間】平日 9:00 ～ 17:00

【相談時間等】1 日先着 5 人。1 人 30 分

以内。（① 13:30 ～ 14:00  ② 14:05

～ 14:35  ③ 14:40 ～ 15:10  ④

15:15 ～ 15:45  ⑤ 15:50 ～ 16:20）

【その他】相談がスムーズに進むよう、あ

らかじめ話の内容をまとめてきてくだ

さい。相談に必要と思われる資料があ

りましたらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

OSHIRASE NAVI相　談

身近な危険！
電子レンジからの発火
　電子レンジを使用

中、扉の一部が溶け

たという事例があり

ます。その原因は電子レンジ内に付着し
ていた食べ物などの汚れです。「汚れ」を

放置したまま使用すると、時間の経過と

ともに炭化し発火に至ります。

【防ぐにはどうしたら？】
◎電子レンジの内部や扉に汚れが付着し

たまま使用しない。

◎こまめに清掃する。

※食品の加熱のしすぎは発煙・発火の原

因になります。

　全く火を使わない電子レンジでも火災

に至る恐れがあります。火災の原因とな

る『汚れ』には十分注意し、安全に使い

ましょう！

【問合せ】角館消防署  ☎54-2302

OSHIRASE NAVIお知らせ

協会けんぽ秋田支部からのおしらせ
平成２８年３月末日で年金事務所内の協会けんぽの
出張窓口が無くなります
　平成 28 年 3 月末日をもって鷹巣・大曲・本荘年金事務所内の協会けんぽ出張窓口を

閉鎖し「秋田市旭北錦町 5-50 シティビル秋田 2 階」の協会けんぽ秋田支部の窓口に集

約します。各種の申請・届出は郵送で、ご相談は電話にて承ります。加入者の皆さまの

ご理解とご協力のほどよろしくお願いします。

【問合せ】全国健康保険協会（協会けんぽ）秋田支部  ☎018-883-1800

OSHIRASE NAVIお知らせ

仙北市さくらアドバイザー　
樹木医　黒坂登氏による
桜の剪定講習会
角館のシンボルの桜をみんなで育てよう
　桜（ソメイヨシノ）はテングス病に弱く、

桜をきれいに咲かせるにはテングス病の

除去（剪定）が必要です。また、日当た

りをよくすることと肥料を与えることが

欠かせない樹木です。今回は樹木医で仙

北市さくらアドバイザー黒坂登氏、仙北

市さくら係から指導いただきます。

【日時】3 月 24 日 木 9:00 ～ 11:00 頃

【場所】角館町落合公園

【道具】高枝剪定ば

さみ、高枝剪定

のこぎり等をご

用意ください。

【参加者】どなたで

も参加できます。

【その他】小雨決行

します。寒くない作業のできる格好で

参加してください。参加ご希望の方は

お電話でご連絡いただけると幸いです。

【問合せ】角館町観光協会  ☎54-2700

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

玉川

落合運動公園
落合野球場

講習会会場

★
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おしらせナビ OSHIRASE NAVI

平福記念美術館では３月１日より「館蔵品・寄託品展」を　

開催しています。美術館所蔵作品と寄託作品の中から仙北市ゆかりの作家作品を

　中心に１５点ほど（屏風・軸装・額装等）展示。中には春を描いた素敵な作品も数点展示しています。

また、常設展示室では「平福穂庵・百穂展」も同時開催していますので、ぜひこの機会にご鑑賞ください。

● 時　間／ 3月中は 9時～ 16時30分（入館は 16時まで）

　　　　　4月中は 9時～ 17時（入館は 16時30分まで）

● 休館日／ 3月21日（月）・28日（月）

● 入館料／一般（高校生以上）300円　小中学生 200円

　　　　　※仙北市民は無料

● 問合せ／角館町平福記念美術館 ☎54-3888

館蔵品・寄託品展
開催中 ～4月10日 [日]

角館町平福記念美術館

秋田方面

盛岡方面
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3/

１６ 水

●こころの相談（田沢湖健康増進センター） 3/1･P9

●えくぼの会（角館交流センター 10:00 ～ 14:00） 3/1･P9

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター13:00 ～ 16:00） 3/1･P17

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00） 3/1･P17

●白岩・中川小学校卒業式

１７ 木

●わくわく広場（さくラッコ 10:30 ～ 11:30） 3/1･P13

●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 16:00） 3/1･P17

●介護予防サポーター（きらめき隊）研修会（角館交流センター 10:00 ～

12:00） 2/16･P9

●初歩から始めるおもてなし英会話講座（角館公民館 15:15 ～ 16:15） 2/1･P12 

●かくのだて幼稚園卒園式

１８ 金
●笑いの会（健康管理センター 10:00 ～ 11:30 頃） 3/1･P9

●角館・角館西・中川・ひのきない保育園卒園式

１９ 土
●秋田県立角館高等学校創立 90周年記念祝賀会（グランデールガーデン

16:00 ～） 3/1･P17

●だしのこ園、神代こども園、白岩小百合・にこにこ保育園卒園式

２０ 日

２１ 月

２２ 火

２３ 水

●献血（時間・場所など詳しくは 14 ページをご覧ください。） P14 

●第４回田沢湖公民館まつり（田沢湖総合開発センター 10:00 ～ 17:00） P18

●こころの相談（角館交流センター） 3/1･P9

●第６回パソコン講座（総合情報センター 13:00 ～ 16:00） 2/16･P10

２４ 木

●第４回田沢湖公民館まつり（田沢湖総合開発センター【出展品鑑賞】10:00 ～

17:00、【活動報告・実演発表ほか】10:00 ～ 16:30】） P18

●桜の剪定講習会（角館町落合公園 9:00 ～ 11:00 頃） P20

●手作り教室（田沢湖図書館 10:00 ～） 3/1･P11

●すくすく成長記録Day（さくラッコ 10:30 ～ 11:30） 3/1･P13

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所 13:00 ～ 16:00） 3/1･P17

●第６回パソコン講座（総合情報センター 13:00 ～ 16:00） 2/16･P10

２５ 金
●行政相談所開設日（桧木内地区公民館 13:00 ～ 16:00） 3/1･P17

●円熟体操 in 仙北（田沢湖デイサービスセンター 10:30 ～ 12:00、西木林業者等健

康増進施設（クリオン隣体育館）13:30 ～ 15:00） 10/16･P20

２６ 土

２７ 日 ●第５回仙北市バスケットボール大会（角館中学校体育館 9:00 ～） P20

２８ 月 ●新舞踊教室（西木公民館 13:00 ～ 15:00） 11/16･P9 

２９ 火 ●こころの相談（角館交流センター） 3/1･P9

３０ 水 ●無料法律相談（角館交流センター 13:30 ～） P20

３１ 木 ●夜間納税窓口開設日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 17:15 ～ 19:00） P14 

仙北市カレンダー ３/１６水  ～３１木

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●製作協力　広報編集委員会　●発行日　1 日・16 日

●〒 014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後 30 番地　● TEL 0187-43-1111　● FAX 0187-43-1300

● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● URL　http://www.city.semboku.akita.jp　● facebook　https://www.facebook.com/sembokucity　
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2016 FIS フリースタイルスキーワー
ルドカップ秋田たざわ湖大会開催
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冬まつり

これまでの地方創生特区の動き

市民生活課 国保年金係からお知らせ

市役所からのお知らせ
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学び・ふれあい・心豊かに 生涯学習

健康ワンポイント／かくのだて
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ションだより
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SR　3 月 5 日は二十四節気の一
つ「啓蟄（けいちつ）」でした。「啓
蟄は冬ごもりしていた虫たちが
出てくる頃のこと」と、夜ニュー
スを見ながら、そろそろ虫が出
るのかと思った矢先、居間の明
かり付近をさっそうと飛び回る
虫が。「もう出た！」と驚きなが
らもティッシュ越しに捕獲。テ
ントウムシか？と思い確認した
ら小さなカメムシ！ティッシュ
は防御のうちに入りません。抜
群の破壊力です。頭痛するほど
手が臭かった啓蟄の夜。
　
TK　今回掲載の「なろか」が冬ま
つり最後の取材でした。わら松明
の行進では親子で挑戦する様子が
見られ、宙に灯りがゆらゆらと
揺れる光景がなんとも幻想的で
した。取材ついでに私も初挑戦。
最初は手探りでしたがコツをつか
むと楽しくなり、気づけば取材
そっちのけの状態に。反省です…。

MT　フリースタイルスキーワー
ルドカップの取材へ。世界トッ
プレベルの滑りに感動。しかし
撮影の難しさ、足場の不安定さ
に一苦労もありました（汗）。両
日とも快晴に恵まれ、青空をバッ
クに白銀のモーグルコースを躍
動する選手たちは輝いて見えま
した。まるで異次元の空間に放
たれたような妙技を間近で見れ
て「ただただ、すごい…」と夢
中でシャッターを切りました。
来年も開催されますので、ぜひ、
写真の腕を磨いて臨みたいと思
います。


